






バイオリファイナリーへの投資は、BioTrac と呼ばれる新たなパイロット装置を含めている。

この装置は、様々なプロセスに応じて変更でき、様々な原料に使用されることができる。また、

毎日 24 時間運営が可能である。 
 
 

ポーランド：PGE 社と PKN Orlen 社は 3.7GW の洋上風力発電プロジェクトにおいて協力 
ポーランドの国有エネルギー企業である PGE 社と石油小売業者 PKN Orlen 社は、バルト海

での 3.7GW の洋上風力発電プロジェクトにおいて協力することに関する予備合意書（Letter of 
Intent）に署名した。 
この協力の目的は、ポーランドのサプライヤーと建設事業者のシェアを最大化することと、相

乗効果によるコスト削減である。 
また、この協力の他に、両社はバルト海でのプロジェクトの準備、建設および運営事業におい

て戦略的かつ国際的なパートナーを探している。 
現在、PGE 社はバルト海に面する Łeba の沿岸で Baltica1、2 から 3 のプロジェクトを開発し

ている。開発が最も進んでいる Baltica2 と 3 プロジェクトの合計容量は 2.5GW となる見通しで

ある。同社はまた、2025 年までにバルト海産の電力をポーランドのグリッドに供給することを

目指している。 
PKN Orlen 社は、バルト海でのプロジェクトの 3.7GW の容量のうち、1.2GW のエリアにお

ける風況試験と環境試験を開始した。 
 
 

ギリシャ：Piraeus 銀行はグリーン・インフラ投資プログラムを支援 
ギリシャの Piraeus 銀行は、ギリシャ開発・投資省と欧州投資銀行（EIB）が開発する 6 億

5,000 万ユーロのインフラ投資プログラムを支援することを発表した。 
この協力により、Piraeus 銀行は風力発電所、太陽光発電所、バイオマスおよびバイオガス発

電所および水力発電所といったクリーンエネルギー源に投資する予定である。また、公共と民間

建物におけるエネルギー効率を向上させる投資も行われる見込みである。 
Piraeus 銀行はギリシャ全国のプロジェクトへの投資を支援するため、新たな基金から 3,200

万ユーロを使用する予定である。今後数週間にわたってプロジェクトが資金調達に申請できる。 
ギリシャ開発・投資省は EIB とともに、欧州構造投資基金（European Structural and 

Investment Funds）や他の国家基金からの補助金を最大限活用するため、インフラ・ファン

ド・オブ・ファンズ（Infrastructure Fund of Funds）を設立した。 
この新たなインフラ・スキームにより、総額 6 億 5,000 万ユーロの投資の中から、あらゆる重

要部門に 4 億 5,000 万ユーロの資金が提供される予定である。 
 
 
クロアチア：7 基の太陽光発電所が建設予定 
クロアチアの環境保護・エネルギー省によると、合計 257MW の 7 基の太陽光発電所が建

設される予定である。クロアチアのエネルギー企業である Hrvatska Elektroprivreda 社

（HEP）が開発する合計 95MW の 2 基の発電所のみで、同国の現在の 61MW の太陽光設

備容量を 6 倍に増やす見込みである。 
新たな太陽光発電所は Benkovac 市、Trilj 市および Novalja 市近郊と、Klis 地方自治体に建

設される予定である。 
Benkova 市近郊には 3 基の太陽光発電所が建設される予定である。38MW の Kolarina 発電所

の敷地は 62 ヘクタールに及び、年間 64.2 GWh の電力を生産する見通しである。年間電力量が

指定されていない 60MW の Benkovac 発電所の敷地は 100 ヘクタールに及ぶ。また、41MW の

Raštević発電所の敷地は 66 ヘクタールに及び、年間 69.5 GWh の電力を生産する見通しである。 
Pag 島には、年間 18.5 MWh の電力を生産する 18MW の Novalja 発電所が建設される予定で

ある。 
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Splitsko-Podravska 州には、50MW の Pometeno Brdo 発電所（88 ヘクタール、年間 95 
GWh の電力生産）、20MW の Tijarica 発電所および 30MW の Tarabnik 発電所が建設される

予定である。 
それに加えて、2 基の 95ME 発電所の建設における同様の建設申請が既に HEP 社により提出

されていた。同社は 2023 年までに、太陽光発電に 1 億ユーロを投資する予定である。 
 
 

ボスニアヘルツェゴビナ：Euro4 の中古車の輸入禁止が自動車販売を抑える 
2019 年 6 月 1 日以降、ボスニアヘルツェゴビナでは Euro4 エンジンを搭載した中古車および

Euro5 を搭載した新車の輸入が禁止された。これにより、車登録から 10 年超えの自動車を同国

に輸入できなくなった。この結果、大気汚染の主な原因であるこれらの自動車の輸入台数の削減

につながった。2019 年 6 月～8 月にかけて 17,239 台の自動車が輸入され、前年同期比で 21,764
台削減した。 
ボスニアヘルツェゴビナの当局のデータによると、2019 年 8 月の同国の自動車輸入台数は、

2018 年 8 月の 6,643 台から 1,811 台に減少した。7 月も同様の傾向を示しており、前年同月比

で 2,178 台減少していた。 
ボスニアヘルツェゴビナにおける登録車両の約 80％は 10 年以上経過したもので、同国は欧州

で最も多くの古い車両を保有している。2017 年にボスニアヘルツェゴビナの交通・コミュニケ

ーション省が発表した自動車に関する調査により、同国の登録車両の中で 8 万 5 千台以上の自動

車が環境基準を満たしていないことが明らかとなった。西バルカンで最も深刻な環境問題とされ

る大気汚染の主な原因のひとつとして、輸送部門からの排出量が挙げられる。 
 
 
セルビア：104.5MW のセルビア最大の風力発電所が運転を開始 

2019 年 9 月 19 日に、セルビア最大の風力発電所が Kovačica 市近郊で本格的に運転を開始し

た。この 104.5MW の発電所はセルビアの第 6 番目の風力発電所であり、同国の総風力発電容量

は 171.6MW に達した。また、同国ではさらに 370MW が建設中、または試験運転中である。 
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同発電所の建設は 2017 年に開始し、2019 年 7 月にセルビアの送電網に接続された。 
この 1 億 8,900 万ユーロのプロジェクトの主な投資家は、バルカン地域で 3 基の風力発電所を

買収したイスラエル企業の Enlight Renewable Energy 社である。また、欧州復興開発銀行

（EBRD）、Erste Group 銀行および Erste Bank Serbia 銀行の 3 つの金融機関は、1 億 4,200
万ユーロの融資で支援した。 

Kovačica 発電所の発電量はセルビアの 6 万世帯の消費電力に相当し、年間 25 万 t の二酸化炭

素（CO2）排出量の削減に貢献することが期待されている。 
このプロジェクトはまた、2020 年までにセルビアの再生可能エネルギーのシェアを 27％とす

る目標にも貢献することが期待されている。現状ではセルビアの電力供給は、石炭火力発電に依

存している。 
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米国環境産業動向 

 
○石油業界、米政権に農家・エタノール業界の提案拒否を要請 
 米国石油協会 （API）は、トランプ政権に対し、米農家やエタノール製造業によるエタノール需要の

増加の提案を拒否するよう要請した。 
 トランプ大統領は、エタノールに関し「大きなプログラム」を計画していると述べており、これは農

家の不満をなだめる狙いがあるとみられる。2020 年の大統領選で再選を目指すトランプ大統領にとっ

て、重要な支持基盤である農家と石油業界の間の対立が改めて浮き彫りとなった。 
 米国の再生可能燃料基準 （RFS）は石油精製業者に対し、エタノールなどのバイオ燃料をガソリンに

混合することを義務付けているが、米国環境保護庁 （EPA） は、経営難の小規模な製油所への適用除

外を許可している。EPA は 8 月には、31 か所の製油所に対し、適用除外措置を発表した。 
 これに反発したトウモロコシ業界の団体や再生可能エネルギー協会 （RFA）らは、適用除外された

分を将来義務付けられる混合量に再配分するよう、トランプ政権に提案。API はこの提案に対し、不公

平であるとして反対の意を示している。 
 またこれとは別に、ネブラスカ、ミズーリ、ジョージアなどを含む 8 州からなる大豆関連団体らがト

ランプ大統領に対し、製油所への適用除外は、農家やバイオディーゼルの製造業者らへ更なる経済的負

担を課すものであり、適用除外分の埋め合わせを行うよう EPA に指示してほしいという内容の書簡を

提出した。 
 
○トランプ政権、カリフォルニア州の排ガス設定権限を剥奪  
 トランプ政権は、カリフォルニア州が独自に自動車排ガス規制を導入し、自動車メーカーに連邦基準

よりも厳しい基準を満たす車輛の製造を義務づける権限を剥奪すると発表した。これにより、環境規制

に関する法的闘争が予想され、自動車業界と消費者にも大きな影響を与えるとみられる。 
 トランプ大統領は現在、カリフォルニア州の電気自動車の義務付けの撤回も計画中であり、今回の発

表を支持するよう自動車メーカーらを促した。 
 今回の発表による排気ガス規制の即時の改訂はないが、トランプ政権は今年の秋にはオバマ前政権に

よる燃費性能規制の撤回を予定。カリフォルニア州はこの規制にも合意しており、同州の設定規制の実

施にますます歯止めをかける状況となっている。 
 米国環境保護局 （EPA）及び米国運輸省（DOT）は、燃費性能規制の設定には連邦法が優先される

べきであるとして、2013 年にカリフォルニア州に授与した州固有の排ガス規制の制定を行う権限を剥

奪する予定。 
 カリフォルニア州ニューソン知事らは、トランプ大統領の決定を「政治的な復讐」であるとし、気候

や公衆衛生へ悪影響を及ぼすものであり、米国の自動車産業を電気自動車のテクノロジー競争から取り

残すことになると非難した。自動車メーカーは、カリフォルニアの電気自動車規制に準拠するためにか

かるコストを懸念する一方、ヨーロッパや中国における規制への対応のため、バッテリー式電気自動車

及びトラックの開発を迫られている。 
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 今回の決定では、2020 年までと設定されていた新車及びトラックの排ガス規制を 2026 年まで延長す

る。燃費の年間基準はいくらか厳しくなるが、オバマ前政権が 2012 年に決定した数値よりははるかに

低いものとなる。オバマ前政権の規制では、車輛全般の燃費性能は 2025 年までに平均 46.7 mpg (毎年

平均 5％程度増加）を目指していたが、トランプ政権は 2026 年までに 37 mpg という数値を設定して

いる。当時カリフォルニア州は、州独自の基準の設定ではなく、オバマ政権による基準に同意していた。 
 トランプ政権による計画では、2030 年代までに米国の石油消費の一日 50 万バレルの増加と、自動車

メーカーのコストの 3000 億 US ドル以上の削減となっている。 
 カリフォルニア州は、2025 年までに電気自動車もしくはその他のゼロ・エミッションの車が自動車

販売数の 15.4％を占めることを目標として掲げており、カリフォルニア州以外の 10 州も同州の動きに

追随している。 
 

○大手石油メーカーら、排ガス課税案に同意  
 大手石油、電力、消費財メーカー数社は、2035 年までに温室効果ガスの排出量の半減を目的とし、

二酸化炭素への課税を全米で実施する計画を発表した。 
 この計画では、二酸化炭素 1 トンにつき 40 ドルの税金が課され、更に毎年最低 5％の増税が行われ

る。徴収された税金は、米国の消費者に配当として還元される。この課税は、鉱坑や発電所における温

室効果ガスを発生させる製品やサービスに対して適用される。 
 課税の代償として、発電所、製油所、その他の産業施設に適用される連邦規制が免除される。エクソ

ンモービル、BP、ロイヤル・ダッチ・シェルなどの石油会社及びジョンソン＆ジョンソン、プロクタ

ー＆ギャンブルなどがこの計画に同意し参加する見込み。 
 
○メリーランド大学、「クール・フード・プレッジ」に参加を表明 
 米国メリーランド大学（UMD）は、食料の気候影響を削減する取組みである「クール・フード・プ

レッジ」に、大学としては世界初の参加を決定した。「クール・フード・プレッジ」は、WRI、国連環

境計画（UNEP）などの団体が進める取り組みで、職場、ホテル、病院、レストランなどで活発化しつ

つあり、2030 年までに食料関連の温室効果ガスの排出の 25％の削減を目指している。 
 農業や土地利用の変化における温室効果ガスの排出量は、全排出量の約 4 分の 1 を占めており、農業

関連の排出量の 3 分の 2 は動物性食品の生産に起因する。世界資源研究所（WRI）の調査によれば、平

均的な米国民が動物性食品を減らし、植物性食品を増やすことで、食事に関連する環境影響をほぼ半減

できるという。 
 UMD では、ソーシャルメディアやスマートフォンアプリなどを活用し、提供する食事の栄養や出所

の情報を学生と共有。以下の活動を主に行う。 
① 資源集約的な動物性食品を減らし、植物性食品を多く使用する独創的な利用法の開発を推進し、

土地、水、その他の資源の保存に努める 
② 学生らに対し試食やキャンペーンを行い、意識を高める 
③ 学生や職員、その家族に調理法などをシェアする 
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 UMD は学食などで年間 600 万食を提供しており、持続可能な食料の選択により同大学の気候フット

プリントを削減できるとしている。UMD のほかにも、モルガンスタンレー、ヒルトン、ジェネンテッ

クなどの企業や米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校、ロスアンジェルス校、ダートマス大学、

ウィスコンシン大学の衛生学部などがクール・フード・プレッジへ参加している。 
 
○アマゾン、気候変動に対応 2040 年までにカーボンニュートラルを目指す 
 アマゾン・ドット・コムのベゾス最高経営責任者は、パリ協定の目標に達することを目的とし、2040
年までに事業活動からの二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「カーボンニュートラル」の達成を目指す

と発表した。その一環として、配送用の電気トラックを、同社が投資しているミシガン州のリヴィアン

社より 10 万台発注したことを明らかにした。リヴィアン社は昨年、バッテリ駆動の配送トラック及び

SUV を発表しており、アマゾンはリヴィアン社の電気トラックを使用した配送を 2021 年に開始する予

定。 
 同社はまた、2030 年までにゼロ・エミッションを達成し、現在 40％の水準にある再生可能エネルギ

ーの使用量を 100％とすること、石油・ガス産業の化石燃料の発掘を加速するようなクラウドコンピュ

ーティングのサービスの中止、気候変動を否定する政治家への寄付の取りやめなどを発表。また、森

林・湿地帯の保全に向けて１億ドルを投じると表明した。 
 
○環境保護庁、2019 年度グリーンパワー・リーダーシップ賞の受賞機関を発表 
 米国環境保護庁 （EPA）は、2019 年度グリーンパワー・リーダーシップ賞を受賞した 17 機関を発

表した。 
 EPA は、グリーンパワーを、太陽、風、地熱、バイオガス、バイオマス、小水力などの、環境的便益

の高い再生可能なエネルギー源を使って発電した電力と定義している。同賞は、人の健康や環境の保護

及び、企業のグリーンパワー使用率を向上させることによる米国市場の発展を目的に 2011 年に設定さ

れたもので、グリーンパワー利用のベンチマーク、市場情報、技術支援などのフレームワークを提供し

ている。 
 今年度は、グリーンパワーで電力需要を 100％満たした機関や、新たなグリーンパワー事業を実現す

る長期契約を交わした機関等、アメリカの自主的グリーンパワー市場の成長に貢献した機関が受賞。グ

リーンパワー・パートナー・オブ・ザ・イヤーに選ばれたグーグル社は、2018 年にグリーンパワーの

利用を 35 億 kWh 増やし、ジョージア州などとともに風力および太陽光発電からほぼ 3 ギガワットの長

期電力購入契約を 26 件締結した。その他の受賞機関には、インテル、バンク・オブ・アメリカ、ジェ

ネラルモーターズ（GM）、ジョンソン・エンド・ジョンソン、サムソン・エレクトロニクス、マイク

ロソフトなどがある。 
 
○ペンス米副大統領とポーランド大統領が会談   
 米国ペンス副大統領と同エネルギー省のペリー長官は、ポーランドのドゥダ大統領らと会談を行った。 
ペリー長官は、ポーランドのナイムスキ首相、ウクライナのダニリュック事務官らと中央ヨーロッパお

よび東ヨーロッパの天然ガス供給の安定化および 3 か国のエネルギー、経済、国家の安全保障の促進を

目指す協力覚書に調印した。 

 

 ペンス副大統領は、現在、米国とポーランドの関係は非常に強固になっており、ポーランドが米国企

業数社と提携し、液化天然ガスの製造に取り組んでいる事実を評価。米国は、米国およびヨーロッパ間

の企業間及び政府間の関係を通じて、同盟国のロシアへのエネルギー依存を減らす支援を行っている。 
 
○トランプ政権、水質保護規制の撤廃を決定 
 米国環境保護庁 （EPA） は、オバマ前政権による水質浄化法の撤廃を決定した。2015 年に発表され

た米国水質規制は、水質浄化法のもとに連邦の保護対象となる水路の種類を拡大するもの。全米 22 州

はこの 2015 年の発表に従っていたが、残りの州はレーガン政権時代のガイダンスをそのまま遵守して

いた。 
 EPA は、このような水質浄化法の異なる解釈は認められず、まずは規制を撤廃し、今年の冬には代替

案を決定すると発表した。全米製造者協会 （NAM）は今回の EPA の発表に関し、水質浄化法にて保護

されるべき湿地や水路の決定条件を模索しており、2015 年の規制は「紛らわしく非生産的」であり、

今回の撤廃により、米国は大切な水源を保護するための、より賢明でバランスの取れた規制へ一方近づ

いたと評価した。 
 一方、環境保護団体らや大学機関からは、代替案無しの規制撤廃は法的な混乱を招くとして、今回の

決定に反発している。 
 
○米イリノイ大、CO2 利用の完全充電式のリチウム電池を開発 
 米国のイリノイ大学シカゴ校（UIC）の研究者は 9 月 25 日、二酸化炭素（CO2）を用いた完全充電

式のリチウム電池の試作品開発に初めて成功したと発表した。リチウム CO2 電池は通常のリチウムイ

オン電池の 7 倍以上のエネルギー密度を持ち、同じサイズでより大容量の電気を蓄えることができる。

リチウムイオン電池の主な用途である電気自動車（EV）では、航続距離が大幅に延びるなどのメリッ

トがある。これまでのマサチューセッツ工科大学（MIT）などの研究成果では、連続充電サイクルが

10 回程度と低いことが課題だったが、今回の UIC の研究では、最大 500 回の連続充電サイクルで動作

させることに初めて成功した。論文はアドバンスト・マテリアルズ誌（8 月 22 日発刊）に掲載されて

いる。 
 この成果に対して、UIC 工学部のアミン・サレヒ・コジン准教授は「リチウム CO2 電池は長い間魅

力的な素材だったが、これまで真に実用的に動作する電池を作り出すことができなかった。私たちの研

究では、独自の素材を組み合わせることによって、はるかに効率的で連続充電サイクルの多い、つまり

先進エネルギー貯蔵システムで活用できるような電池となった」と述べている。 
 米国中西部のイリノイ州では、イリノイ大学以外にも、オイルショック以降 50 年以上もバッテリー

の研究を続け、EV のシボレー「ボルト」の電池を開発したアルゴンヌ国立研究所や、電池に使われる

材料科学で著名なノースウエスタン大学など研究機関が集中しており、ナノグラフなどのバッテリー・

スタートアップが活躍している。 
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最近の米国経済について 

○中国の 1～7 月の対米輸出、追加関税措置対象品目が下押し要因に 
 2019 年 1～7 月の中国の米国への輸出額は、前年同期比 7.7％減の 2, 382 億 1, 430 万ドルとな

った。減少幅は、中国の輸出額上位 20 カ国・地域で最大だった。7 月単月では 388 億 5,484 万ド

ルで前年同月比 5.7％減となった。 
 輸出品目について、マイナスの寄与度が高い上位 10 品目（HS コード 6 桁ベース）をみると、

6 品目が米国による追加関税措置の第 1 弾と第 3 弾の対象となっており、同措置が中国の対米輸

出の減少に少なからず影響している様子が読み取れる。特に、機械部品・付属品は前年同期比

54.5％減（寄与度マイナス 1.54 ポイント）、処理装置は 72.3％減（寄与度マイナス 0.74 ポイント）

など軒並み大幅減となった。 
 寄与度が高い上位 10 品目（HS コード 6 桁ベース）をみると、データ受信再生機器、カラーテ

レビ、その他プラスチック製品（HS コード 392690）の 3 品目を除き、第 1～3 弾の追加関税措

置の非対象品目が並んだ。ただし、X 線検査用造影剤などおよび診断用試薬を除く 9 品目は、い

ずれも 9 月 1 日または 12 月 15 日に発動する第 4 弾のリストに含まれる。第 4 弾の発動により、

追加関税の対象は米国の対中輸入額（通関ベース）の 96.3％に及ぶといわれる中、これまで輸出

を下支えしていた品目にも影響が波及することとなる。 
 トランプ大統領はさらに、第 1～3 弾で賦課している現行の追加関税率 25％を、10 月 15 日か

ら 30％に引き上げることを表明しており、米中間の貿易、ひいてはグローバルビジネスへのさら

なる影響が懸念される。 
 
○8 月の米小売売上高は 6 カ月連続の増加、自動車・同部品が最大の押し上げ要因 
 米国商務省の速報（9 月 13 日付）によると、8 月の小売売上高（季節調整値）は前月比 0.4％
増の 5,261 億ドルと、6 カ月連続の増加となった。なお、7 月の売上高は 0.7％増（速報値）から

0.8％増に上方修正された。 
 全米小売業協会（NRF）のチーフエコノミストであるジャック・クラインヘンズ氏は「8 月の

個人支出は回復力を維持し、米国の経済成長を支える主要因であり続けた」が、「伸びは 7 月を下

回っており、通商政策の不確実性に対する消費者の懸念を反映している可能性がある」と述べた。

また、9 月 1 日から賦課されている対中追加関税第 4 弾について、「（小売売上高への）影響を評

価するのはまだ早いが、確実に家計支出の下押しリスクとなる」と指摘した（NRF プレスリリー

ス 9 月 13 日）。 
 業種別にみると、自動車・同部品が前月比 1.8％増の 1,062 億ドルと、3 月（3.4％増）以来 5
カ月ぶりの高い伸びとなり、全体を最も押し上げた。次いで、無店舗小売りが 1.6％増の 676 億

ドル、建材・園芸用品が 1.4％増の 319 億ドルとなった。 
 減少した業種をみると、フードサービスが前月比 1.2％減の 641 億ドル、ガソリンスタンドが

0.9％減の 426 億ドルだった。 
 民間調査会社コンファレンスボードが 8 月 27 日に発表した 8 月の消費者信頼感指数は 135.1
と、7 月（135.8）より 0.7 ポイント減少した。内訳をみると、現況指数は 177.2（7 月：170.9）
と 6.3 ポイント上昇し、2000 年 11 月（179.7）以来 18 年 9 カ月ぶりの高水準となった。一方で、

6 カ月先の景況見通しを示す期待指数は 107.0（7 月：112.4）と、5.4 ポイント減少した。 
 コンファレンスボードの経済指標シニアディレクターのリン・フランコ氏は、全体として指数
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は堅調に推移しており、「（設備投資など）経済の他の分野はいくらか弱まっているかもしれない

が、消費者は（景気に対して）自信を持ち続け、進んで支出している」と述べた。一方で、先行

きについては、「最近の貿易や関税をめぐる緊張の高まりが続くと、消費者は短期的な景気見通し

に対し、楽観的な見方を弱める可能性がある」と指摘した。 
 
○ダイキン・アメリカ、米アラバマ州工場の拡張を発表 
 ダイキン・アメリカ（本社：ニューヨーク）は 9 月 12 日、アラバマ州ディケーター工場の 25
周年式典の場で、最大 1 億 9,500 万ドルを投じて工場を拡張するとした。フッ素ポリマー生産能

力の増強、関連モノマー生産の拡大、R＆D 能力の向上などを目指し、2020 年 1 月から拡張工事

を開始する。 
 ダイキンは、売り上げ世界トップクラスの空調事業のほか、1933 年にフッ素冷媒の研究などフ

ッ素化学に取り組んで以降、化学事業にも力を注いでいる。フッ素は化合物になると、熱に強い、

燃えにくい、他の物質に侵されにくい、滑りやすいといった特性を持ち、自動車の燃料ホース、

電線、カーペットの表面加工、タッチパネルのコーティングなど、その用途は多岐にわたる。 
 米国でフッ素化学事業を展開するため、1991 年にフッ素樹脂生産販売会社としてダイキン・ア

メリカを設立、1994 年からアラバマ州ディケーター市の工場で生産を開始した。工場 25 周年式

典で、アラバマ州のグレッグ・キャンフィールド州商務長官は「アラバマ州に早くから進出した

日系企業として、ダイキンはわが州で成功を目指す日本企業にとっての道を切り開いてきた」と

功績をたたえるとともに、「ダイキンがディケーター工場で繰り返し追加投資を行ってきたことで、

アラバマ州でのビジネスが魅力的であることが日本や世界の企業に向け示されてきた」と述べた。 
 ダイキン・アメリカは、ダイキンフェスティバル（盆踊り大会）やチャリティーゴルフなどの

イベントを通じた地域貢献を行っている。地元の高校生が日本のダイキン従業員宅に約 10 日間滞

在するホームステイプログラムには、1994 年の開始以来、約 300 人が参加している。寄付やボラ

ンティア、募金による地域貢献活動にも従業員が積極的で、住民との良好な関係を築いている。 
 ディケーター市のタブ・ボウリング市長は「ダイキンは、工場拡張による新規雇用の創出を通

じてだけでなく、25 年間にわたり地域にとっての良きパートナーであることで地元に良い影響を

与え続けている」と謝意を示した。 
 
○米 FRB、2019 年 2 回目の利下げ決定、年内の政策金利見通しの見方割れる 
 米国連邦準備制度理事会（FRB）は 9 月 17、18 日に連邦公開市場委員会（FOMC）を開催し、

政策金利であるフェデラル・ファンド（FF）金利の誘導目標を、2.00～2.25％から 1.75～2.00％
に引き下げることを決定した。利下げは 2019 年に入って 2 回目で、前回 7 月（0.25 ポイントの

利下げ）以来 2 カ月ぶり。ジェローム・パウエル議長は記者会見で「米国経済を力強く保ち、（世

界的な成長鈍化や貿易政策の不確実性といった）進行中のリスクに対して保険をかけるため」の

措置だとした。 
 今回は、7 対 3 の賛成多数で決まった。反対票を投じた 3 人のうち、前回も反対したカンザス

シティー連銀のエスター・ジョージ総裁とボストン連銀のエリック・ローゼングレン総裁は政策

金利の誘導目標の維持を主張し、今回反対に回ったセントルイス連銀のジェームズ・ブラード総

裁は 0.5 ポイントの利下げを主張したとされる。パウエル議長は、多くの場合は全会一致も比較

的容易だが、「現在は判断が難しい時だ」と述べた。 
 FOMC の声明によると、米国経済全般の判断について、労働市場は依然として力強く、経済活

動は「緩やかなペースで拡大してきた」とし、7 月会合の見方を維持した。金融政策の判断も変

更せず、パウエル議長は「経済が悪化すれば、より長期の継続した利下げが適切になる可能性も
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ある」としつつ、現在は想定しておらず、「FOMC は引き続き状況を注意深く監視して、景気拡

大が順調に続くよう適切に行動していく」と述べた。一方で、トランプ大統領は 9 月 18 日、ツイ

ッターを通じて、「ジェイ・パウエル（議長）と FRB はまた失敗した。根性もセンスもビジョン

もない！ ひどい伝達者だ！」と激しく批判した。 
 FOMC メンバーによる FF レートの見通し（17 人の中央値）については、2019 年、2020 年、

2021 年、2022 年と長期が、それぞれ 1.875％、1.875％、2.125％、2.375％、2.500％と、6 月会

合時点の見通しから 2019 年が 0.50 ポイント、2020 年と 2021 年が 0.25 ポイントずつ引き下げ

られた。1 回当たりの利下げ幅を 0.25 ポイントとすると、2019 年内は利下げが行われない想定

となっている。ただし、17 人うち 7 人が 1 回の利下げ（1.625％）を想定する一方で、5 人が維

持（1.875％）、5 人が 1 回の利上げ（2.125％）としており、見方は割れている。また、2021 年・

2022 年については、それぞれ 1 回ずつの利上げが行われる想定となっている。 
 バンク・オブ・アメリカ・メリルリンチのエコノミスト、ミシェル・メイヤー氏は「経済の（進

む）軌道に高い不確実性がある以上、委員間で意見が分かれることはそれほど不思議なことでは

ない」と述べた（「ウォールストリート・ジャーナル」紙電子版 9 月 18 日）。 
 同時に発表された 2019 年以降の実質 GDP 成長率、物価上昇率、失業率の予測中央値では、2019
年と 2021 年の GDP 成長率、2019 年の失業率が、それぞれ 6 月の予測から 0.1 ポイント引き上

げられた。 
 
○米小売業の上半期の破産申請数・店舗閉鎖数が増加 
 米国会計事務所 BDO（Binder Dijker Otte）が 9 月 11 日に公表したレポート（BDO Bi-Annual 
Bankruptcy Update）によると、2019 年上半期の小売業者の破産申請数は 14 件と、2018 年の

同時期（13 件）を上回っている。特に資産の売却や清算を伴うものが多く、人員削減数も多いと

されている。再就職支援会社チャレンジャー・グレイ・クリスマスによると、1 月から 7 月まで

の倒産に伴う人員削減は 4 万 2,397 人と、2018 年（3 万 637 人）の同時期を 38％上回り、2009
年（5 万 258 人）以来 10 年ぶりの高水準だが、その多くは小売業によるものとされる。BDO の

レポートによると、2018 年の年末商戦の不振や税還付の減少などが影響したという。 
 BDO のレポートによると、失業率の低さや賃金の上昇に示されるように、小売売上高市場は引

き続き好調を維持していることなどから、2019 年後半の破産申請数の増加ペースは上半期と比べ

て鈍化するとみられるが、事業継続を目指した店舗閉鎖の動きは続くだろうと指摘している。小

売りシンクタンクのコアサイト・リサーチによると、2019 年末までに 1 万 2,000 件の店舗閉鎖に

つながる可能性があるとされている。 
 
○米製造業部門の景況感、2009 年 6 月に次ぐ低水準を記録 
 全米供給管理協会（ISM: The Institute of Supply Management）の発表（10 月 1 日）による

と、9 月の ISM 製造業景況指数は、8 月の 49.1 より 1.3 ポイント減の 47.8 となった。同指数は 6
カ月連続で前月比減が続き、2009 年 6 月の 46.3 に次ぐ低水準を記録した。拡大局面を示すベー

スラインの 50 を 2 カ月連続で下回るのは、2016 年 2 月以来 3 年 7 カ月ぶり。 
 ISM 製造業調査委員会のティモシー・フィオレ会長は「全体として、9 月は短期的な成長に対

して（企業の）マインドは引き続き慎重なままだった」と述べた。特に、海外需要を示す輸出向

けの新規受注指数（41.0）が 2 カ月連続で低下し、2009 年 3 月（39.4）以来 10 年半ぶりの低水

準となっており、「（景況感にとって）世界貿易は引き続き最も重要な問題だ」と指摘した。調査

回答者からも、業況悪化や追加関税による影響を指摘する声が聞かれている。 
 業種別にみると、18 業種のうち 15 業種が「減速」と報告した（アパレル・皮革製品、出版・

― 54 ―

情報報告　シカゴ



ある」としつつ、現在は想定しておらず、「FOMC は引き続き状況を注意深く監視して、景気拡

大が順調に続くよう適切に行動していく」と述べた。一方で、トランプ大統領は 9 月 18 日、ツイ

ッターを通じて、「ジェイ・パウエル（議長）と FRB はまた失敗した。根性もセンスもビジョン

もない！ ひどい伝達者だ！」と激しく批判した。 
 FOMC メンバーによる FF レートの見通し（17 人の中央値）については、2019 年、2020 年、

2021 年、2022 年と長期が、それぞれ 1.875％、1.875％、2.125％、2.375％、2.500％と、6 月会

合時点の見通しから 2019 年が 0.50 ポイント、2020 年と 2021 年が 0.25 ポイントずつ引き下げ

られた。1 回当たりの利下げ幅を 0.25 ポイントとすると、2019 年内は利下げが行われない想定

となっている。ただし、17 人うち 7 人が 1 回の利下げ（1.625％）を想定する一方で、5 人が維

持（1.875％）、5 人が 1 回の利上げ（2.125％）としており、見方は割れている。また、2021 年・

2022 年については、それぞれ 1 回ずつの利上げが行われる想定となっている。 
 バンク・オブ・アメリカ・メリルリンチのエコノミスト、ミシェル・メイヤー氏は「経済の（進

む）軌道に高い不確実性がある以上、委員間で意見が分かれることはそれほど不思議なことでは

ない」と述べた（「ウォールストリート・ジャーナル」紙電子版 9 月 18 日）。 
 同時に発表された 2019 年以降の実質 GDP 成長率、物価上昇率、失業率の予測中央値では、2019
年と 2021 年の GDP 成長率、2019 年の失業率が、それぞれ 6 月の予測から 0.1 ポイント引き上

げられた。 
 
○米小売業の上半期の破産申請数・店舗閉鎖数が増加 
 米国会計事務所 BDO（Binder Dijker Otte）が 9 月 11 日に公表したレポート（BDO Bi-Annual 
Bankruptcy Update）によると、2019 年上半期の小売業者の破産申請数は 14 件と、2018 年の

同時期（13 件）を上回っている。特に資産の売却や清算を伴うものが多く、人員削減数も多いと

されている。再就職支援会社チャレンジャー・グレイ・クリスマスによると、1 月から 7 月まで

の倒産に伴う人員削減は 4 万 2,397 人と、2018 年（3 万 637 人）の同時期を 38％上回り、2009
年（5 万 258 人）以来 10 年ぶりの高水準だが、その多くは小売業によるものとされる。BDO の

レポートによると、2018 年の年末商戦の不振や税還付の減少などが影響したという。 
 BDO のレポートによると、失業率の低さや賃金の上昇に示されるように、小売売上高市場は引

き続き好調を維持していることなどから、2019 年後半の破産申請数の増加ペースは上半期と比べ

て鈍化するとみられるが、事業継続を目指した店舗閉鎖の動きは続くだろうと指摘している。小

売りシンクタンクのコアサイト・リサーチによると、2019 年末までに 1 万 2,000 件の店舗閉鎖に

つながる可能性があるとされている。 
 
○米製造業部門の景況感、2009 年 6 月に次ぐ低水準を記録 
 全米供給管理協会（ISM: The Institute of Supply Management）の発表（10 月 1 日）による

と、9 月の ISM 製造業景況指数は、8 月の 49.1 より 1.3 ポイント減の 47.8 となった。同指数は 6
カ月連続で前月比減が続き、2009 年 6 月の 46.3 に次ぐ低水準を記録した。拡大局面を示すベー

スラインの 50 を 2 カ月連続で下回るのは、2016 年 2 月以来 3 年 7 カ月ぶり。 
 ISM 製造業調査委員会のティモシー・フィオレ会長は「全体として、9 月は短期的な成長に対

して（企業の）マインドは引き続き慎重なままだった」と述べた。特に、海外需要を示す輸出向

けの新規受注指数（41.0）が 2 カ月連続で低下し、2009 年 3 月（39.4）以来 10 年半ぶりの低水

準となっており、「（景況感にとって）世界貿易は引き続き最も重要な問題だ」と指摘した。調査

回答者からも、業況悪化や追加関税による影響を指摘する声が聞かれている。 
 業種別にみると、18 業種のうち 15 業種が「減速」と報告した（アパレル・皮革製品、出版・

同関連サービス、木材製品、電気機器・家電・同部品、繊維工業、紙製品、加工金属製品、プラ

スチック・ゴム製品、石油・石炭製品、一次金属、輸送用機器、非鉄製品、機械、家具・同関連

製品、コンピュータ・電子製品の順）。一方で、「拡大」と報告した業種は、その他製造業、食品・

飲料・たばこ製品、化学製品の 3 業種にとどまった。 
 製造業の生産活動を示す生産指数は前月（49.5）より 2.2 ポイント低下の 47.3、景況の先行指

標である新規受注指数は 0.1 ポイント上昇（8 月：47.2）の 47.3、労働市場の現況を示す雇用指

数は 1.1 ポイント低下（8 月：47.4）の 46.3 となり、いずれも 2 カ月連続で拡大局面を示す目安

となる 50 を下回った。 
 米調査会社ハイ・フリークエンシー・エコノミクスのチーフ米国エコノミストのジム・オサリ

バン氏は今回の調査について、「輸出（減）に主導された製造業の大幅な減退が続いており、経済

が弱っている」と述べた（ブルームバーグ 10 月 1 日）。また、ドイツ銀行のチーフエコノミスト

のトルステン・スロック氏は、こうした製造業の弱さが今後「サービス業に広がることにならな

いか心配だ」と指摘した。非製造業企業の景況感（ISM 非製造業景況指数）は、9 月（52.6）に

3 年 1 カ月ぶり（2016 年 8 月：51.8）の低水準を記録したものの、今のところ、目安となる 50
を上回った状態が続いている。 
 
○9 月の米失業率は 49 年 9 カ月ぶりの低水準に、雇用者数の伸びと賃金上昇は鈍化 
 米国労働省が 10 月 4 日に発表した 2019 年 9 月の失業率は 3.5％と、市場予想（3.7％）を下回

り、1969 年 12 月（3.5％）以来、49 年 9 カ月ぶりの低水準となった。就業者数が前月から 39 万

1,000 人増加し、失業者数が 27 万 5,000 人減少した結果、失業率は前月（3.7％）より 0.2 ポイン

ト低下した。 
 適当な仕事がみつからずに職探しを断念した者や、不本意ながらパートタイム労働に従事する

者（経済的理由によるパートタイム就業者）などを含めた広義の失業率（U6）をみると、前月か

ら 0.3 ポイント低下して 6.9％と、2000 年 12 月（6.9％）以来 18 年 9 カ月ぶりの低水準となった。  
 一方で、労働参加率は 63.2％と、前月（63.2％）から変わらなかった。 
 9 月の非農業部門の雇用者数の前月差は 13 万 6, 000 人増と、市場予想（14 万 8, 000 人増）を

下回り、前月（16 万 8,000 人増）と比べて増加幅が縮小した。8 月から 9 月への雇用増加の内訳

を主要業種別にみると、教育・医療サービスや対事業所サービス業、娯楽・接客業などを中心に

増加した。 
 こうした中、平均時給は 28.09 ドル（8 月：28.10 ドル）と、前月比 0.04％減（0.4％増）、前年

同月比 2.9％増（3.2％増）となった。前月比は 2017 年 10 月（前月比 0.2％減）以来 1 年 11 カ月

ぶり、前年同月比は 2018 年 7 月（2.8％増）以来 1 年 2 カ月ぶりの低い伸びとなり、それぞれ市

場予想（0.3％増、3.2％増）を下回った。 
 失業率は約 50 年ぶりの低水準となったものの、雇用者数の伸びや賃金上昇のペースは鈍化して

おり、ドイツ銀行チーフエコノミストのトルステン・スロック氏は「全体として（良い面と悪い

面が）混在した内容だ」と述べた。特に、最近みられる製造業部門の弱さ（2019 年 10 月 7 日記

事参照）に加えて、雇用者数の伸びも鈍化したことから、貿易紛争が「雇用と経済の両方に下向

きの圧力」をかけていることを表しているとした（ブルームバーグ 10 月 4 日）。また、求人情報

サイトのインディードのエコノミストであるニック・バンカー氏は、雇用者数の伸びと賃金上昇

のペース鈍化について、「労働市場が減速している兆候」を示しており、これは「完全雇用に達し

ているからではなく、雇用主側の（労働需要の）減速、経済成長の鈍化」を表していると述べた

（「ワシントン・ポスト」紙 10 月 4 日）。 
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化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 

2019年07月 2019年06月 2018年07月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 604.6 609.5 607.2 年間指数
  機器 735.8 743.2 740.1 2011 = 585.7
    熱交換器及びタンク 646.8 659.7 656.2 2012 = 584.6
    加工機械 722.2 727.0 724.3 2013 = 567.3
    管、バルブ及びフィッティング 953.9 955.7 966.5 2014 = 576.1
    プロセス計器 415.4 416.4 422.6 2015 = 556.8
    ポンプ及びコンプレッサー 1,068.2 1,068.5 1,025.8 2016 = 541.7
    電気機器 558.3 557.7 538.0 2017 = 567.5
    構造支持体及びその他のもの 796.4 810.9 809.9 2018 = 603.1
  建設労務 335.6 335.4 335.7
  建物 593.9 595.8 602.5
  エンジニアリング及び管理 314.3 313.8 307.6

米国の化学プラント建設コスト指数
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（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2019 年 10 月号より作成） 
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米国産業機械の輸出入統計（2019年7月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2019 年 7 月の米国における産業機械の輸出入

の概要は、次のとおりである。 

 

(1) 産業機械の輸出は、44 億 1,130 万ドル（対前年同月比 32.3％増）となった。ボイラ・原動

機、鉱山機械、化学機械、運搬機械、業務用洗濯機、動力伝動装置は対前年同月比でプラス

となったが、プラスチック機械、風水力機械、金属加工機械はマイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、49 億 9,502 万ドル（対前年同月比 2.5％増）となった。ボイラ・原動

機、鉱山機械、化学機械、プラスチック機械、風水力機械、動力伝導装置は対前年同月比が

プラスとなったが、運搬機械、金属加工機械、業務用洗濯機は対前年同月比がマイナスとな

った。 

(3) 産業機械の純輸入は、5 億 8,372 万ドルとなり、43 ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。ボ

イラ・原動機及び鉱山機械を除くすべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 8 億 8,710 万ドル（対前年同月比 23.1％増）となり、過熱水

ボイラや蒸気タービン（船用）などの増加により、9 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとな

った。輸入は 8 億 4,586 万ドル（対前年同月比 7.6％増）となり、部品（ボイラ用）や部品

（補助機器用）などの増加により、9 ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

② 鉱山機械は、輸出が 8 億 8,052 万ドル（対前年同月比 817.0％増）となり、せん孔機や部

品などの増加により、3 ヶ月連続でプラスとなった。輸入は 1 億 3,073 万ドル（対前年同月

比 7.8％増）となり、さく岩機（手持工具）や混合機などの増加により、4 ヶ月振りに対前

年同月比がプラスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 10 億 1,468 万ドル（対前年同月比 12.1％増）となり、温度処理機械

（熱交換装置）や分離ろ過機（同位体用）などの増加により、21 ヵ月連続で対前年同月比

がプラスとなった。輸入は 11 億 2,588 万ドル（対前年同月比 14.9％増）となり、温度処理

機械（乾燥機・紙パ用）や分離ろ過機（液体ろ過機）などの増加により、6 ヶ月連続で対前

年同月比がプラスとなった。 

④ プラスチック機械は、輸出が 1 億 1,950 万ドル（対前年同月比 10.0％減）となり、押出

成形機や真空成形機などの減少により、6 ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。輸

入は 2 億 9,272 万ドル（対前年同月比 10.8％増）となり、射出成形機やその他の機械など

の増加により、6 ヶ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が 8 億 3,150 万ドル（対前年同月比 4.7％減）となり、ポンプ（ピス

トンエンジン用）や圧縮機（定置式その他）などの減少により、2 ヶ月連続で対前年同月比

がマイナスとなった。輸入は 11 億 4,421 万ドル（対前年同月比 0.0％増）となり、ポンプ

（油井用往復容積式）や圧縮機（携帯式その他）などの増加により、6 ヶ月振りにで対前年
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同月比がプラスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が 3 億 7,794 万ドル（対前年同月比 12.8％増）となり、クレーン（移

動リフテ・ストラドル）や巻上機（ウィンチ・キャプ：電動）などの増加により、4 ヶ月振

りに対前年同月比がプラスとなった。輸入は 8 億 852 万ドル（対前年同月比 7.3％減）とな

り、クレーン（非固定天井・ガントリ等）や巻上機（プーリタ・ホイス：その他）などの

減少により、6 ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 5,513 万ドル（対前年同月比 3.8％減）となり、圧延機（管圧延

機）やベンディング等（その他）などの減少により、3 ヵ月連続で対前年同月比がマイナス

となった。輸入は 1 億 2,573 万ドル（対前年同月比 24.2％減）となり、圧延機（管圧延機）

や同（冷間圧延用）などの減少により、3 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 4,814 万ドル（対前年同月比 23.9％増）となり、洗濯機（10kg
以下遠心脱水）や同（10kg 超）の増加により、3 ヶ月振りに対前年同月比がプラスとなっ

た。輸入は 1 億 409 万ドル（対前年同月比 28.0％減）となり、洗濯機（10kg 以下遠心脱水・

その他）や同（10kg 超）の減少により、3 ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑨ 動力伝動装置は、輸出が 1 億 9,680 万ドル（対前年同月比 10.9％増）となり、トルクコ

ンバータやギヤボックス等変速機（手動可変式）などの増加により、8 ヶ月連続で対前年同

月比がプラスとなった。輸入は 4 億 1,720 万ドル（対前年同月比 5.7％増）となり、トルク

コンバータや同（手動可変式・紙パ機械用）などの増加により、2 ヶ月連続で対前年同月比

がプラスとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国における産業機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国における産業機械の輸入金額の推移 
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同月比がプラスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が 3 億 7,794 万ドル（対前年同月比 12.8％増）となり、クレーン（移

動リフテ・ストラドル）や巻上機（ウィンチ・キャプ：電動）などの増加により、4 ヶ月振

りに対前年同月比がプラスとなった。輸入は 8 億 852 万ドル（対前年同月比 7.3％減）とな

り、クレーン（非固定天井・ガントリ等）や巻上機（プーリタ・ホイス：その他）などの

減少により、6 ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 5,513 万ドル（対前年同月比 3.8％減）となり、圧延機（管圧延

機）やベンディング等（その他）などの減少により、3 ヵ月連続で対前年同月比がマイナス

となった。輸入は 1 億 2,573 万ドル（対前年同月比 24.2％減）となり、圧延機（管圧延機）

や同（冷間圧延用）などの減少により、3 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 4,814 万ドル（対前年同月比 23.9％増）となり、洗濯機（10kg
以下遠心脱水）や同（10kg 超）の増加により、3 ヶ月振りに対前年同月比がプラスとなっ

た。輸入は 1 億 409 万ドル（対前年同月比 28.0％減）となり、洗濯機（10kg 以下遠心脱水・

その他）や同（10kg 超）の減少により、3 ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑨ 動力伝動装置は、輸出が 1 億 9,680 万ドル（対前年同月比 10.9％増）となり、トルクコ

ンバータやギヤボックス等変速機（手動可変式）などの増加により、8 ヶ月連続で対前年同

月比がプラスとなった。輸入は 4 億 1,720 万ドル（対前年同月比 5.7％増）となり、トルク

コンバータや同（手動可変式・紙パ機械用）などの増加により、2 ヶ月連続で対前年同月比

がプラスとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国における産業機械の輸出金額の推移 
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図 2 米国における産業機械の輸入金額の推移 
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2019年07月 2018年07月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 423.686 47.8 326.651 45.3 29.7 91.894 -38.035

1 ボイラ・原動機 部品 463.413 52.2 393.845 54.7 17.7 -50.658 -27.490

小計 887.099 100.0 720.496 100.0 23.1 41.237 -65.525

機械類 819.012 93.0 40.095 41.8 1942.7 738.791 -25.948

2 鉱山機械 部品 61.505 7.0 55.927 58.2 10.0 10.999 0.707

小計 880.517 100.0 96.022 100.0 817.0 749.790 -25.242

機械類 799.977 78.8 683.899 75.6 17.0 -125.872 -94.398

3 化学機械 部品 214.701 21.2 220.875 24.4 -2.8 14.672 18.921

小計 1,014.678 100.0 904.775 100.0 12.1 -111.199 -75.476

機械類 55.674 46.6 74.747 56.3 -25.5 -129.094 -84.349

4 プラスチック機械 部品 63.830 53.4 57.967 43.7 10.1 -44.123 -47.085

小計 119.504 100.0 132.714 100.0 -10.0 -173.218 -131.435

機械類 595.467 71.6 602.059 69.0 -1.1 -224.754 -200.319

5 風水力機械 部品 236.029 28.4 270.584 31.0 -12.8 -87.960 -70.862

小計 831.496 100.0 872.643 100.0 -4.7 -312.714 -271.181

機械類 230.612 61.0 211.087 63.0 9.3 -341.525 -417.893

6 運搬機械 部品 147.325 39.0 124.095 37.0 18.7 -89.129 -118.986

小計 377.937 100.0 335.182 100.0 12.8 -430.654 -536.879

機械類 46.216 83.8 51.259 89.4 -9.8 -55.297 -103.048

7 金属加工機械 部品 8.913 16.2 6.050 10.6 47.3 -15.317 -5.519

小計 55.129 100.0 57.308 100.0 -3.8 -70.614 -108.567

機械類 45.799 95.1 36.366 93.6 25.9 -37.107 -100.458

8 業務用洗濯機 部品 2.341 4.9 2.479 6.4 -5.6 -18.840 -5.248

小計 48.140 100.0 38.845 100.0 23.9 -55.946 -105.706

機械類 137.932 70.1 123.400 69.5 11.8 -163.462 -146.095

9 動力伝導装置 部品 58.868 29.9 54.100 30.5 8.8 -56.937 -71.016

小計 196.800 100.0 177.500 100.0 10.9 -220.399 -217.111

機械類 3,154.375 71.5 2,149.563 64.4 46.7 -246.425 -1,210.545

部品 1,256.925 28.5 1,185.922 35.6 6.0 -337.292 -326.578

合計 4,411.300 100.0 3,335.485 100.0 32.3 -583.717 -1,537.122

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 331.791 39.2 364.686 46.4 -9.0 341.6 21.69

1 ボイラ・原動機 部品 514.071 60.8 421.335 53.6 22.0 -84.3 -10.93

小計 845.862 100.0 786.021 100.0 7.6 162.9 4.65

機械類 80.221 61.4 66.044 54.5 21.5 2,947.1 90.21

2 鉱山機械 部品 50.506 38.6 55.220 45.5 -8.5 1,456.2 17.88

小計 130.727 100.0 121.264 100.0 7.8 3,070.4 85.15

機械類 925.849 82.2 778.297 79.4 19.0 -33.3 -15.73

3 化学機械 部品 200.029 17.8 201.954 20.6 -1.0 -22.5 6.83

小計 1,125.877 100.0 980.251 100.0 14.9 -47.3 -10.96

機械類 184.768 63.1 159.096 60.2 16.1 -53.0 -231.88

4 プラスチック機械 部品 107.954 36.9 105.052 39.8 2.8 6.3 -69.13

小計 292.722 100.0 264.148 100.0 10.8 -31.8 -144.95

機械類 820.221 71.7 802.378 70.1 2.2 -12.2 -37.74

5 風水力機械 部品 323.988 28.3 341.447 29.9 -5.1 -24.1 -37.27

小計 1,144.210 100.0 1,143.825 100.0 0.0 -15.3 -37.61

機械類 572.138 70.8 628.980 72.1 -9.0 18.3 -148.10

6 運搬機械 部品 236.454 29.2 243.081 27.9 -2.7 25.1 -60.50

小計 808.592 100.0 872.061 100.0 -7.3 19.8 -113.95

機械類 101.513 80.7 154.307 93.0 -34.2 46.3 -119.65

7 金属加工機械 部品 24.230 19.3 11.568 7.0 109.5 -177.6 -171.85

小計 125.743 100.0 165.875 100.0 -24.2 35.0 -128.09

機械類 82.906 79.7 136.825 94.7 -39.4 63.1 -81.02

8 業務用洗濯機 部品 21.180 20.3 7.726 5.3 174.1 -259.0 -804.91

小計 104.086 100.0 144.551 100.0 -28.0 47.1 -116.22

機械類 301.393 72.2 269.495 68.3 11.8 -11.9 -118.51

9 動力伝導装置 部品 115.805 27.8 125.116 31.7 -7.4 19.8 -96.72

小計 417.198 100.0 394.611 100.0 5.7 -1.5 -111.99

機械類 3,400.800 68.1 3,360.108 69.0 1.2 79.6 -7.81

部品 1,594.216 31.9 1,512.500 31.0 5.4 -3.3 -26.83

合計 4,995.016 100.0 4,872.608 100.0 2.5 62.0 -13.23

輸入
2019年07月 2018年07月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2019年07月 2018年07月
輸出

産業機械合計
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2019年07月 2018年07月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 423.686 47.8 326.651 45.3 29.7 91.894 -38.035

1 ボイラ・原動機 部品 463.413 52.2 393.845 54.7 17.7 -50.658 -27.490

小計 887.099 100.0 720.496 100.0 23.1 41.237 -65.525

機械類 819.012 93.0 40.095 41.8 1942.7 738.791 -25.948

2 鉱山機械 部品 61.505 7.0 55.927 58.2 10.0 10.999 0.707

小計 880.517 100.0 96.022 100.0 817.0 749.790 -25.242

機械類 799.977 78.8 683.899 75.6 17.0 -125.872 -94.398

3 化学機械 部品 214.701 21.2 220.875 24.4 -2.8 14.672 18.921

小計 1,014.678 100.0 904.775 100.0 12.1 -111.199 -75.476

機械類 55.674 46.6 74.747 56.3 -25.5 -129.094 -84.349

4 プラスチック機械 部品 63.830 53.4 57.967 43.7 10.1 -44.123 -47.085

小計 119.504 100.0 132.714 100.0 -10.0 -173.218 -131.435

機械類 595.467 71.6 602.059 69.0 -1.1 -224.754 -200.319

5 風水力機械 部品 236.029 28.4 270.584 31.0 -12.8 -87.960 -70.862

小計 831.496 100.0 872.643 100.0 -4.7 -312.714 -271.181

機械類 230.612 61.0 211.087 63.0 9.3 -341.525 -417.893

6 運搬機械 部品 147.325 39.0 124.095 37.0 18.7 -89.129 -118.986

小計 377.937 100.0 335.182 100.0 12.8 -430.654 -536.879

機械類 46.216 83.8 51.259 89.4 -9.8 -55.297 -103.048

7 金属加工機械 部品 8.913 16.2 6.050 10.6 47.3 -15.317 -5.519

小計 55.129 100.0 57.308 100.0 -3.8 -70.614 -108.567

機械類 45.799 95.1 36.366 93.6 25.9 -37.107 -100.458

8 業務用洗濯機 部品 2.341 4.9 2.479 6.4 -5.6 -18.840 -5.248

小計 48.140 100.0 38.845 100.0 23.9 -55.946 -105.706

機械類 137.932 70.1 123.400 69.5 11.8 -163.462 -146.095

9 動力伝導装置 部品 58.868 29.9 54.100 30.5 8.8 -56.937 -71.016

小計 196.800 100.0 177.500 100.0 10.9 -220.399 -217.111

機械類 3,154.375 71.5 2,149.563 64.4 46.7 -246.425 -1,210.545

部品 1,256.925 28.5 1,185.922 35.6 6.0 -337.292 -326.578

合計 4,411.300 100.0 3,335.485 100.0 32.3 -583.717 -1,537.122

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 331.791 39.2 364.686 46.4 -9.0 341.6 21.69

1 ボイラ・原動機 部品 514.071 60.8 421.335 53.6 22.0 -84.3 -10.93

小計 845.862 100.0 786.021 100.0 7.6 162.9 4.65

機械類 80.221 61.4 66.044 54.5 21.5 2,947.1 90.21

2 鉱山機械 部品 50.506 38.6 55.220 45.5 -8.5 1,456.2 17.88

小計 130.727 100.0 121.264 100.0 7.8 3,070.4 85.15

機械類 925.849 82.2 778.297 79.4 19.0 -33.3 -15.73

3 化学機械 部品 200.029 17.8 201.954 20.6 -1.0 -22.5 6.83

小計 1,125.877 100.0 980.251 100.0 14.9 -47.3 -10.96

機械類 184.768 63.1 159.096 60.2 16.1 -53.0 -231.88

4 プラスチック機械 部品 107.954 36.9 105.052 39.8 2.8 6.3 -69.13

小計 292.722 100.0 264.148 100.0 10.8 -31.8 -144.95

機械類 820.221 71.7 802.378 70.1 2.2 -12.2 -37.74

5 風水力機械 部品 323.988 28.3 341.447 29.9 -5.1 -24.1 -37.27

小計 1,144.210 100.0 1,143.825 100.0 0.0 -15.3 -37.61

機械類 572.138 70.8 628.980 72.1 -9.0 18.3 -148.10

6 運搬機械 部品 236.454 29.2 243.081 27.9 -2.7 25.1 -60.50

小計 808.592 100.0 872.061 100.0 -7.3 19.8 -113.95

機械類 101.513 80.7 154.307 93.0 -34.2 46.3 -119.65

7 金属加工機械 部品 24.230 19.3 11.568 7.0 109.5 -177.6 -171.85

小計 125.743 100.0 165.875 100.0 -24.2 35.0 -128.09

機械類 82.906 79.7 136.825 94.7 -39.4 63.1 -81.02

8 業務用洗濯機 部品 21.180 20.3 7.726 5.3 174.1 -259.0 -804.91

小計 104.086 100.0 144.551 100.0 -28.0 47.1 -116.22

機械類 301.393 72.2 269.495 68.3 11.8 -11.9 -118.51

9 動力伝導装置 部品 115.805 27.8 125.116 31.7 -7.4 19.8 -96.72

小計 417.198 100.0 394.611 100.0 5.7 -1.5 -111.99

機械類 3,400.800 68.1 3,360.108 69.0 1.2 79.6 -7.81

部品 1,594.216 31.9 1,512.500 31.0 5.4 -3.3 -26.83

合計 4,995.016 100.0 4,872.608 100.0 2.5 62.0 -13.23

輸入
2019年07月 2018年07月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2019年07月 2018年07月
輸出

産業機械合計

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 152 1.473 322 4.779 -69.2

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 68 0.521 172 1.757 -70.4

19 その他蒸気発生ボイラ * 339 2.640 220 1.467 80.0

20 過熱水ボイラ * 63 0.665 28 0.267 149.5

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 71 0.648 131 2.840 -77.2

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 86 1.413 55 0.987 43.2

0050 補助機器（その他） * 92 1.686 35 0.616 173.9

20 蒸気原動機用復水器 * 64 0.516 32 0.411 25.6

8406 - 10 蒸気タービン (船用) 3 0.128 4 0.022 477.9

81 蒸気タービン（＞40MW） 5 0.170 0 0.000 -

82 蒸気タービン (≦40MW） 115 4.517 56 2.692 67.8

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 134 0.182 374 0.993 -81.7

12 液体タービン（≦10MW） 3 0.099 0 0.000 -

13 液体タービン（＞10MW） 5,434 0.951 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 61 33.325 60 20.066 66.1

82 ガスタービン（＞5MW） 300 195.829 109 108.170 81.0

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 74,152 77.623 117,821 75.296 3.1

29 液体原動機（その他） 71,028 48.297 67,939 52.462 -7.9

31 気体原動機(シリンダ） 121,278 14.044 130,472 13.616 3.1

39 気体原動機(その他） 23,141 19.042 15,211 15.794 20.6

80 その他原動機 X 19.915 X 24.417 -18.4

- 423.686 - 326.651 29.7

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 10.062 X 8.138 23.6

8404 - 90 部品(補助機器用） X 1.589 X 2.001 -20.6

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 20.287 X 11.920 70.2

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 1.703 X 2.622 -35.0

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 354.803 X 285.382 24.3

8412 - 90 部品（その他） X 74.969 X 83.782 -10.5

- 463.413 - 393.845 17.7

- 887.099 - 720.496 23.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸出）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 X 792.686 X 6.539 12022.7

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 2,492 0.533 3,992 0.913 -41.6

8474 - 10 選別機 375 11.994 444 15.470 -22.5

20 破砕機 336 11.640 417 14.606 -20.3

39 混合機 105 2.159 139 2.568 -15.9

- 819.012 - 40.095 1942.7

8474 - 90 部品 X 61.505 X 55.927 10.0

- 61.505 - 55.927 10.0

- 880.517 - 96.022 817.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(1) ボイラ・原動機

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

表２　米国における産業機械の輸出統計（詳細）

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 153,652 27.011 215,668 31.296 -13.7

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 30,969 13.378 40,594 16.314 -18.0

20 〝 (減菌器） 1,436 8.264 1,794 8.966 -7.8

32 〝 (乾燥機・紙パ用） 16 0.247 58 0.755 -67.3

39 〝 (乾燥機・その他） 4,878 14.711 13,275 14.297 2.9

40 〝 (蒸留機） 2,241 6.948 94 1.730 301.5

50 〝 (熱交換装置） 236,187 91.613 96,292 79.049 15.9

60 〝（気体液化装置） 369 3.868 852 13.764 -71.9

89 〝（その他） 9,931 42.559 13,989 59.169 -28.1

8405 - 10 発生炉ガス発生機 X 4.787 X 5.462 -12.4

8479 - 82 混合機 21,312 38.561 17,897 29.226 31.9

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 63 0.031 23 0.007 331.2

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,427 12.246 1,319 14.999 -18.4

29 〝（液体ろ過機） 5,004,199 220.551 4,535,039 136.448 61.6

39 〝 (気体ろ過機） X 293.433 X 258.332 13.6

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 37 0.916 60 2.180 -58.0

20 〝 （製紙用） 62 1.364 6 0.145 839.9

30 〝 （仕上用） 12 0.490 11 0.802 -38.9

8441 - 10 〝 （切断機） 322 7.206 194 4.426 62.8

40 〝 （成形用） 0 0.000 2 0.018 -100.0

80 〝 （その他） 295 11.794 227 6.514 81.1

- 799.977 - 683.899 17.0

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 1.576 X 2.075 -24.1

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 1.678 X 2.469 -32.1

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 7.895 X 9.648 -18.2

99 部品（ろ過機用） X 165.313 X 174.188 -5.1

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 7.373 X 7.877 -6.4

99 部品（製紙・仕上機用） X 9.078 X 8.518 6.6

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 21.789 X 16.100 35.3

- 214.701 - 220.875 -2.8

- 1,014.678 - 904.775 12.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 121 13.240 134 13.007 1.8

20 押出成形機 33 2.052 302 13.005 -84.2

30 吹込み成形機 69 2.076 24 1.379 50.6

40 真空成形機 198 4.168 322 7.959 -47.6

51 その他の機械（成形用） 147 0.622 661 4.862 -87.2

59 その他のもの（成形用） 181 7.356 174 7.989 -7.9

80 その他の機械 1,302 26.160 1,470 26.546 -1.5

2,051 55.674 3,087 74.747 -25.5

8477 - 90 部品 X 63.830 X 57.967 10.1

- 63.830 - 57.967 10.1

- 119.504 - 132.714 -10.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 153,652 27.011 215,668 31.296 -13.7

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 30,969 13.378 40,594 16.314 -18.0

20 〝 (減菌器） 1,436 8.264 1,794 8.966 -7.8

32 〝 (乾燥機・紙パ用） 16 0.247 58 0.755 -67.3

39 〝 (乾燥機・その他） 4,878 14.711 13,275 14.297 2.9

40 〝 (蒸留機） 2,241 6.948 94 1.730 301.5

50 〝 (熱交換装置） 236,187 91.613 96,292 79.049 15.9

60 〝（気体液化装置） 369 3.868 852 13.764 -71.9

89 〝（その他） 9,931 42.559 13,989 59.169 -28.1

8405 - 10 発生炉ガス発生機 X 4.787 X 5.462 -12.4

8479 - 82 混合機 21,312 38.561 17,897 29.226 31.9

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 63 0.031 23 0.007 331.2

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,427 12.246 1,319 14.999 -18.4

29 〝（液体ろ過機） 5,004,199 220.551 4,535,039 136.448 61.6

39 〝 (気体ろ過機） X 293.433 X 258.332 13.6

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 37 0.916 60 2.180 -58.0

20 〝 （製紙用） 62 1.364 6 0.145 839.9

30 〝 （仕上用） 12 0.490 11 0.802 -38.9

8441 - 10 〝 （切断機） 322 7.206 194 4.426 62.8

40 〝 （成形用） 0 0.000 2 0.018 -100.0

80 〝 （その他） 295 11.794 227 6.514 81.1

- 799.977 - 683.899 17.0

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 1.576 X 2.075 -24.1

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 1.678 X 2.469 -32.1

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 7.895 X 9.648 -18.2

99 部品（ろ過機用） X 165.313 X 174.188 -5.1

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 7.373 X 7.877 -6.4

99 部品（製紙・仕上機用） X 9.078 X 8.518 6.6

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 21.789 X 16.100 35.3

- 214.701 - 220.875 -2.8

- 1,014.678 - 904.775 12.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 121 13.240 134 13.007 1.8

20 押出成形機 33 2.052 302 13.005 -84.2

30 吹込み成形機 69 2.076 24 1.379 50.6

40 真空成形機 198 4.168 322 7.959 -47.6

51 その他の機械（成形用） 147 0.622 661 4.862 -87.2

59 その他のもの（成形用） 181 7.356 174 7.989 -7.9

80 その他の機械 1,302 26.160 1,470 26.546 -1.5

2,051 55.674 3,087 74.747 -25.5

8477 - 90 部品 X 63.830 X 57.967 10.1

- 63.830 - 57.967 10.1

- 119.504 - 132.714 -10.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(5) 風水力機械 （輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 33,687 18.377 47,111 23.234 -20.9

30 1,344,336 101.785 1,590,777 110.767 -8.1

50 - 0010 824 8.421 2,364 13.501 -37.6

0050 38,012 17.721 56,514 27.286 -35.1

0090 14,869 28.500 17,622 36.498 -21.9

60 - 0050 103 1.502 150 2.036 -26.2

0070 4,651 1.520 3,063 1.026 48.2

0090 14,236 35.793 11,924 31.376 14.1

70 256,855 104.547 273,110 87.014 20.1

81 61,654 32.703 85,241 40.990 -20.2

82 2,328 0.546 5,073 0.550 -0.9

8414 - 80 - 1618 21,306 8.359 10,540 3.981 110.0

1642 11,357 2.357 403 1.819 29.6

1655 312 3.523 209 1.931 82.5

1660 509 1.131 162 0.585 93.3

1667 1,036 12.734 468 6.004 112.1

1675 183 4.704 245 4.623 1.7

1680 27,502 5.747 28,099 8.502 -32.4

1685 103 1.005 131 1.084 -7.3

1690 33,253 4.379 39,700 6.233 -29.7

2015 916 60.589 8,003 49.661 22.0

2055 705 4.947 512 3.406 45.3

2065 10 0.668 84 2.290 -70.8

2075 52 4.944 30 3.508 40.9

9000 155,318 27.259 119,658 26.437 3.1

59 - 9080 1,288,962 73.746 1,321,012 77.397 -4.7

10 真空ポンプ 62,991 27.958 53,072 30.321 -7.8

3,376,070 595.467 3,675,277 602.059 -1.1

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 20.833 X 20.532 1.5

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 16.182 X 19.893 -18.7

9520 〃（ポンプ用その他） X 114.061 X 128.025 -10.9

92 〃（液体エレベータ） X 0.533 X 2.013 -73.5

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 16.751 X 17.220 -2.7

2095 〃（その他圧縮機その他） X 43.221 X 48.991 -11.8

9000 〃（真空ポンプ） X 24.447 X 33.911 -27.9

- 236.029 - 270.584 -12.8

- 831.496 - 872.643 -4.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

ポンプ（その他計器付設型）

HS コード 品    名

〃 （油井用回転容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

〃 （ピストンエンジン用）

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （タービンポンプその他）

液体エレベータ

圧縮機（定置往復式≦11.19KW）

〃 （その他）

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （〃＞746KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （定置式その他）

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

〃 （携帯式その他）

送風機（その他）

総合計

機械類合計

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 43 1.733 44 1.167 48.5

12 618 8.387 72 0.893 838.9

19 744 3.922 339 1.897 106.8

20 41 2.104 76 0.530 297.4

30 177 3.363 220 2.276 47.8

91 378 6.339 912 14.070 -54.9

99 147 1.679 255 2.894 -42.0

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 4,911 7.988 5,694 9.742 -18.0

11 2,248 9.650 2,729 10.544 -8.5

19 16,661 4.108 14,170 4.224 -2.8

31 15,146 18.654 15,453 8.565 117.8

8428 - 60 248 1.154 206 1.051 9.8

90 0210 129 2.254 364 6.406 -64.8

0220 230 5.579 290 7.173 -22.2

0290 44,371 51.215 47,233 42.203 21.4

8425 - 41   

   （据付け式） 367 1.061 568 1.724 -38.5

42 22,319 7.677 15,694 10.104 -24.0

49 260,890 6.885 324,639 7.030 -2.1

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベイャ） 250 3.207 251 2.805 14.4

0050 〃（空圧式エレベータ） 693 9.007 155 1.722 423.0

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,289 17.552 2,591 22.269 -21.2

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 8 0.450 14 0.533 -15.5

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ  

  （地下使用形） 4 0.196 3 0.056 247.1

32 〃（その他バケット型） 176 1.701 32 0.688 147.5

33 〃（その他ベルト型） 1,153 14.890 1,881 18.957 -21.5

39 〃（その他のもの） 34,010 39.856 19,376 31.565 26.3

407,251 230.612 453,261 211.087 9.3

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 2.317 X 1.987 16.6

0090 〃（その他巻上機等用） X 11.913 X 9.889 20.5

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.617 X 0.798 -22.7

0040 〃（エスカレータ用） X 0.776 X 0.745 4.1

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 9.426 X 7.040 33.9

39 - 0010 〃（空圧式エレベ・コンベ用） X 36.655 X 29.183 25.6

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 18.741 X 9.155 104.7

0090 〃（その他の運搬機械用） X 43.041 X 35.849 20.1

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 10.886 X 7.777 40.0

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 2.394 X 2.343 2.2

1090 〃（その他クレーン用） X 10.561 X 19.329 -45.4

- 147.325 - 124.095 18.7

- 377.937 - 335.182 12.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・8425.20.0000巻上機（ウィンチ・坑口巻上）は、8425.39.0100巻上機（ウインチ・キャプスタン：その他）に統合された。

2018年07月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフテ・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2019年07月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （産業用ロボット)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード
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(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 43 1.733 44 1.167 48.5

12 618 8.387 72 0.893 838.9

19 744 3.922 339 1.897 106.8

20 41 2.104 76 0.530 297.4

30 177 3.363 220 2.276 47.8

91 378 6.339 912 14.070 -54.9

99 147 1.679 255 2.894 -42.0

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 4,911 7.988 5,694 9.742 -18.0

11 2,248 9.650 2,729 10.544 -8.5

19 16,661 4.108 14,170 4.224 -2.8

31 15,146 18.654 15,453 8.565 117.8

8428 - 60 248 1.154 206 1.051 9.8

90 0210 129 2.254 364 6.406 -64.8

0220 230 5.579 290 7.173 -22.2

0290 44,371 51.215 47,233 42.203 21.4

8425 - 41   

   （据付け式） 367 1.061 568 1.724 -38.5

42 22,319 7.677 15,694 10.104 -24.0

49 260,890 6.885 324,639 7.030 -2.1

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベイャ） 250 3.207 251 2.805 14.4

0050 〃（空圧式エレベータ） 693 9.007 155 1.722 423.0

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,289 17.552 2,591 22.269 -21.2

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 8 0.450 14 0.533 -15.5

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ  

  （地下使用形） 4 0.196 3 0.056 247.1

32 〃（その他バケット型） 176 1.701 32 0.688 147.5

33 〃（その他ベルト型） 1,153 14.890 1,881 18.957 -21.5

39 〃（その他のもの） 34,010 39.856 19,376 31.565 26.3

407,251 230.612 453,261 211.087 9.3

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 2.317 X 1.987 16.6

0090 〃（その他巻上機等用） X 11.913 X 9.889 20.5

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.617 X 0.798 -22.7

0040 〃（エスカレータ用） X 0.776 X 0.745 4.1

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 9.426 X 7.040 33.9

39 - 0010 〃（空圧式エレベ・コンベ用） X 36.655 X 29.183 25.6

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 18.741 X 9.155 104.7

0090 〃（その他の運搬機械用） X 43.041 X 35.849 20.1

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 10.886 X 7.777 40.0

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 2.394 X 2.343 2.2

1090 〃（その他クレーン用） X 10.561 X 19.329 -45.4

- 147.325 - 124.095 18.7

- 377.937 - 335.182 12.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・8425.20.0000巻上機（ウィンチ・坑口巻上）は、8425.39.0100巻上機（ウインチ・キャプスタン：その他）に統合された。

2018年07月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフテ・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2019年07月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （産業用ロボット)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード

(7) 金属加工機械　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 4 0.030 37 0.677 -95.6

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 84 3.948 0 0.000 -

22 〃（冷間圧延用） 272 2.806 13 0.651 330.8

8462 - 10 鋳造機等 151 13.175 600 20.541 -35.9

21 ベンディング等（数値制御式） 842 7.200 5,994 8.479 -15.1

29 〃（その他） 2,099 7.615 3,035 8.959 -15.0

31 剪断機（数値制御式） 38 1.511 32 1.442 4.7

39 〃（その他） 270 1.036 385 1.228 -15.6

41 パンチング等（数値制御式） 14 1.339 35 1.060 26.3

49 〃（その他） 925 2.192 929 1.927 13.7

91 液圧プレス 103 2.771 120 4.514 -38.6

99 その他 454 2.594 560 1.781 45.7

5,256 46.216 11,740 51.259 -9.8

8455 - 90 部品（圧延機用） * 186,274 8.913 209,089 6.050 47.3

- 8.913 - 6.050 47.3

- 55.129 - 57.308 -3.8

(8) 業務用洗濯機　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 272 0.149 93 0.067 123.4

19 〃（〃・その他） 307 0.140 395 0.179 -21.3

20 〃（10kg超） 92,787 37.291 65,597 26.481 40.8

8451 - 10 ドライクリーニング機 15 0.139 17 0.127 9.4

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 9,235 8.080 12,460 9.512 -15.1

102,616 45.799 78,562 36.366 25.9

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 2.341 X 2.479 -5.6

- 2.341 - 2.479 -5.6

- 48.140 - 38.845 23.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(9) 動力伝導装置　（輸出）

   (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 7,857 9.538 5,266 9.202 3.7

4010 ギヤボックス等変速機（固定比） 7,166 21.843 7,945 21.924 -0.4

4050 〃（手動可変式） 16,970 66.034 19,830 60.430 9.3

7000 〃（その他） 3,556 4.728 2,717 3.213 47.2

9000 歯車及び歯車伝導機 X 35.788 X 28.630 25.0

- 137.932 - 123.400 11.8

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 58.868 X 54.100 8.8

- 58.868 - 54.100 8.8

- 196.800 - 177.500 10.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2019年07月

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2019年07月

(注）・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「*」の数量単位は「kg」である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

2018年07月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2019年07月
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 (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 11 0.146 266 3.811 -96.2

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 96 1.170 83 1.207 -3.1

19 その他蒸気発生ボイラ * 122 1.470 170 1.611 -8.8

20 過熱水ボイラ * 2 0.007 5 0.042 -82.4

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 77 0.260 3,837 12.219 -97.9

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 1 0.002 19 0.059 -96.3

0050 補助機器（その他） * 204 3.645 85 1.620 125.0

20 蒸気原動機用復水器 * 21 0.144 661 5.299 -97.3

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 1 0.003 6 0.012 -71.6

81 蒸気タービン（>40MW) 1 0.002 10 0.012 -81.4

82 蒸気タービン(≦40MW) 36 2.280 250 5.804 -60.7

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 3 0.018 0 0.000 -

12 液体タービン（≦10MW） 8 0.031 0 0.000 -

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 0 0.000 45 0.008 -100.0

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 125 32.318 87 39.232 -17.6

82 ガスタービン（＞5MW） 10 18.510 14 28.148 -34.2

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 596,097 137.796 845,635 132.595 3.9

29 液体原動機（その他） 146,444 80.830 146,518 79.999 1.0

31 気体原動機(シリンダ） 613,777 27.509 665,815 27.090 1.5

39 気体原動機(その他） 138,723 12.275 191,467 14.880 -17.5

80 その他原動機 X 13.373 X 11.037 21.2

- 331.791 - 364.686 -9.0

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 10.000 X 4.277 133.8

8404 - 90 部品(補助機器用） X 5.873 X 2.299 155.5

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 11.222 X 10.771 4.2

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 2.291 X 1.444 58.6

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 191.332 X 169.152 13.1

8412 - 90 部品（その他） X 293.352 X 233.393 25.7

- 514.071 - 421.335 22.0

- 845.862 - 786.021 7.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 X 6.055 X 7.154 -15.4

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 218,550 13.683 186,139 11.230 21.8

8474 - 10 選別機 867 32.386 1,409 21.131 53.3

20 破砕機 376 23.869 815 24.593 -2.9

39 混合機 487 4.227 659 1.935 118.5

- 80.221 - 66.044 21.5

8474 - 90 部品 X 50.506 X 55.220 -8.5

- 50.506 - 55.220 -8.5

- 130.727 - 121.264 7.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）

Ch.(%)

Ch.(%)

2018年07月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(1) ボイラ・原動機

2019年07月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2019年07月 2018年07月
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 (単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 11 0.146 266 3.811 -96.2

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 96 1.170 83 1.207 -3.1

19 その他蒸気発生ボイラ * 122 1.470 170 1.611 -8.8

20 過熱水ボイラ * 2 0.007 5 0.042 -82.4

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 77 0.260 3,837 12.219 -97.9

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 1 0.002 19 0.059 -96.3

0050 補助機器（その他） * 204 3.645 85 1.620 125.0

20 蒸気原動機用復水器 * 21 0.144 661 5.299 -97.3

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 1 0.003 6 0.012 -71.6

81 蒸気タービン（>40MW) 1 0.002 10 0.012 -81.4

82 蒸気タービン(≦40MW) 36 2.280 250 5.804 -60.7

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 3 0.018 0 0.000 -

12 液体タービン（≦10MW） 8 0.031 0 0.000 -

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 0 0.000 45 0.008 -100.0

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 125 32.318 87 39.232 -17.6

82 ガスタービン（＞5MW） 10 18.510 14 28.148 -34.2

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 596,097 137.796 845,635 132.595 3.9

29 液体原動機（その他） 146,444 80.830 146,518 79.999 1.0

31 気体原動機(シリンダ） 613,777 27.509 665,815 27.090 1.5

39 気体原動機(その他） 138,723 12.275 191,467 14.880 -17.5

80 その他原動機 X 13.373 X 11.037 21.2

- 331.791 - 364.686 -9.0

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 10.000 X 4.277 133.8

8404 - 90 部品(補助機器用） X 5.873 X 2.299 155.5

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 11.222 X 10.771 4.2

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 2.291 X 1.444 58.6

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 191.332 X 169.152 13.1

8412 - 90 部品（その他） X 293.352 X 233.393 25.7

- 514.071 - 421.335 22.0

- 845.862 - 786.021 7.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 X 6.055 X 7.154 -15.4

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 218,550 13.683 186,139 11.230 21.8

8474 - 10 選別機 867 32.386 1,409 21.131 53.3

20 破砕機 376 23.869 815 24.593 -2.9

39 混合機 487 4.227 659 1.935 118.5

- 80.221 - 66.044 21.5

8474 - 90 部品 X 50.506 X 55.220 -8.5

- 50.506 - 55.220 -8.5

- 130.727 - 121.264 7.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）

Ch.(%)

Ch.(%)

2018年07月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(1) ボイラ・原動機

2019年07月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2019年07月 2018年07月

(3) 化学機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 67,072 35.233 15,294 38.208 -7.8

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 162,720 34.778 169,213 37.801 -8.0

20 〝 (減菌器） 8,829 17.567 16,195 16.060 9.4

32 〝 (乾燥機・紙パ用） 101 5.788 60 1.233 369.4

39 〝 (乾燥機・その他） 18,185 22.685 26,109 15.977 42.0

40 〝 (蒸留機） 11,891 9.060 950 8.670 4.5

50 〝 (熱交換装置） 872,351 108.414 738,545 120.198 -9.8

60 〝（気体液化装置） 251 4.106 331 1.101 272.9

89 〝（その他） 544,398 75.695 561,118 55.989 35.2

8405 - 10 発生炉ガス発生機 X 2.126 X 2.368 -10.2

8479 - 82 混合機 160,039 60.998 127,537 52.984 15.1

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 4 0.035 0 0.000 -

8421 - 19 〝（遠心分離機） 132,452 28.923 119,303 22.226 30.1

29 〝（液体ろ過機） 29,442,888 97.943 29,475,589 83.783 16.9

39 〝 (気体ろ過機） X 310.922 X 249.549 24.6

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 14 1.056 39 3.552 -70.3

20 〝 （製紙用） 91 9.011 20 1.425 532.2

30 〝 （仕上用） 112 18.285 96 13.180 38.7

8441 - 10 〝 （切断機） 407,026 48.055 511,289 28.877 66.4

40 〝 （成形用） 49 0.565 7 0.237 138.6

80 〝 （その他） 786 34.602 908 24.880 39.1

- 925.849 - 778.297 19.0

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 0.635 X 0.626 1.5

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 1.982 X 4.168 -52.5

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 11.251 X 13.387 -16.0

99 部品（ろ過機用） X 134.518 X 129.750 3.7

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 9.478 X 7.057 34.3

99 部品（製紙・仕上機用） X 16.948 X 22.714 -25.4

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 25.217 X 24.253 4.0

- 200.029 - 201.954 -1.0

- 1,125.877 - 980.251 14.9
     

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 590 81.511 592 69.302 17.6

20 押出成形機 93 11.770 67 10.285 14.4

30 吹込み成形機 54 17.951 106 28.861 -37.8

40 真空成形機 339 4.599 157 7.123 -35.4

51 その他の機械（成形用） 38 2.426 39 0.981 147.2

59 その他のもの（成形用） 490 11.405 475 12.809 -11.0

80 その他の機械 7,957 55.107 8,696 29.735 85.3

9,561 184.768 10,132 159.096 16.1

8477 - 90 部品 X 107.954 X 105.052 2.8

- 107.954 - 105.052 2.8

- 292.722 - 264.148 10.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

機械類合計

HS コード

部品合計

品    名

総合計

Ch.(%)

2019年07月 2018年07月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

Ch.(%)品    名HS コード

2019年07月 2018年07月
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(5) 風水力機械 （輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 1,009,055 20.629 661,757 23.138 -10.8

30 5,245,306 223.769 5,394,943 212.585 5.3

50 - 0010 716 19.770 500 8.013 146.7

0050 292,021 13.725 370,068 13.894 -1.2

0090 386,242 21.037 265,013 25.791 -18.4

60 - 0050 261 1.659 199 0.582 185.2

0070 5,336 0.505 6,475 0.368 37.0

0090 356,924 17.684 464,205 19.688 -10.2

70 2,889,570 128.968 2,675,187 119.415 8.0

81 863,962 37.711 1,493,018 47.373 -20.4

82 6,432 0.275 127,671 0.390 -29.4

8414 - 80 - 1605 81,641 5.768 71,227 4.084 41.2

1615 35,659 5.745 39,155 5.867 -2.1

1625 4,086 1.363 4,403 1.939 -29.7

1635 1,432 0.894 2,798 1.983 -54.9

1640 411 0.498 512 0.448 11.2

1645 129 2.191 471 3.375 -35.1

1655 243 0.451 59 2.310 -80.5

1660 7,234 5.067 14,574 5.079 -0.2

1665 1,863 6.239 1,523 5.346 16.7

1670 576 5.322 354 4.296 23.9

1675 460 12.960 401 12.220 6.1

1680 15,434 5.544 18,502 6.237 -11.1

1685 636,714 22.558 691,434 23.715 -4.9

1690 234,834 8.911 177,618 7.637 16.7

2015 243 8.503 1,609 3.133 171.4

2055 39,556 4.639 34,976 8.991 -48.4

2065 23 1.640 25 0.371 342.3

2075 46 18.641 38 21.798 -14.5

9000 368,780 15.171 556,211 11.871 27.8

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 1,499,948 48.418 1,491,154 47.299 2.4

6590 〃（その他軸流式） 2,670,645 44.796 3,348,127 50.527 -11.3

6595 〃（その他） 1,252,533 44.102 1,543,903 35.525 24.1

10 真空ポンプ 1,370,427 65.066 939,770 67.087 -3.0

19,278,742 820.221 20,397,880 802.378 2.2

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 21.793 X 15.574 39.9

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 2.503 X 1.003 149.5

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 30.076 X 31.293 -3.9

9095 〃（ポンプ用その他） X 143.698 X 173.954 -17.4

92 〃（液体エレベータ） X 1.053 X 1.763 -40.3

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 30.797 X 25.478 20.9

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） 384,434 12.714 429,169 13.986 -9.1

4175 〃（その他圧縮機その他） X 53.872 X 45.080 19.5

9040 〃（真空ポンプ） X 7.505 X 7.872 -4.7

9080 〃（その他） X 19.976 X 25.442 -21.5

- 323.988 - 341.447 -5.1

- 1,144.210 - 1,143.825 0.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

Ch.(%)

2019年07月 2018年07月
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(5) 風水力機械 （輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 1,009,055 20.629 661,757 23.138 -10.8

30 5,245,306 223.769 5,394,943 212.585 5.3

50 - 0010 716 19.770 500 8.013 146.7

0050 292,021 13.725 370,068 13.894 -1.2

0090 386,242 21.037 265,013 25.791 -18.4

60 - 0050 261 1.659 199 0.582 185.2

0070 5,336 0.505 6,475 0.368 37.0

0090 356,924 17.684 464,205 19.688 -10.2

70 2,889,570 128.968 2,675,187 119.415 8.0

81 863,962 37.711 1,493,018 47.373 -20.4

82 6,432 0.275 127,671 0.390 -29.4

8414 - 80 - 1605 81,641 5.768 71,227 4.084 41.2

1615 35,659 5.745 39,155 5.867 -2.1

1625 4,086 1.363 4,403 1.939 -29.7

1635 1,432 0.894 2,798 1.983 -54.9

1640 411 0.498 512 0.448 11.2

1645 129 2.191 471 3.375 -35.1

1655 243 0.451 59 2.310 -80.5

1660 7,234 5.067 14,574 5.079 -0.2

1665 1,863 6.239 1,523 5.346 16.7

1670 576 5.322 354 4.296 23.9

1675 460 12.960 401 12.220 6.1

1680 15,434 5.544 18,502 6.237 -11.1

1685 636,714 22.558 691,434 23.715 -4.9

1690 234,834 8.911 177,618 7.637 16.7

2015 243 8.503 1,609 3.133 171.4

2055 39,556 4.639 34,976 8.991 -48.4

2065 23 1.640 25 0.371 342.3

2075 46 18.641 38 21.798 -14.5

9000 368,780 15.171 556,211 11.871 27.8

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 1,499,948 48.418 1,491,154 47.299 2.4

6590 〃（その他軸流式） 2,670,645 44.796 3,348,127 50.527 -11.3

6595 〃（その他） 1,252,533 44.102 1,543,903 35.525 24.1

10 真空ポンプ 1,370,427 65.066 939,770 67.087 -3.0

19,278,742 820.221 20,397,880 802.378 2.2

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 21.793 X 15.574 39.9

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 2.503 X 1.003 149.5

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 30.076 X 31.293 -3.9

9095 〃（ポンプ用その他） X 143.698 X 173.954 -17.4

92 〃（液体エレベータ） X 1.053 X 1.763 -40.3

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 30.797 X 25.478 20.9

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） 384,434 12.714 429,169 13.986 -9.1

4175 〃（その他圧縮機その他） X 53.872 X 45.080 19.5

9040 〃（真空ポンプ） X 7.505 X 7.872 -4.7

9080 〃（その他） X 19.976 X 25.442 -21.5

- 323.988 - 341.447 -5.1

- 1,144.210 - 1,143.825 0.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

Ch.(%)

2019年07月 2018年07月

(6) 運搬機械 （輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

Ch.(%)

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

143 3.203 54 0.979 227.3

12 48 8.895 117 1.845 382.1

19 1,230 20.175 1,236 82.395 -75.5

20 82 10.203 145 12.953 -21.2

30 70 1.072 76 2.502 -57.2

91 316 14.408 311 13.971 3.1

99 501 3.609 545 3.954 -8.7

8425 - 39

701,563 11.496 634,300 13.614 -15.6

11 21,432 10.783 24,048 12.950 -16.7

19 2,959,205 9.255 4,448,319 11.159 -17.1

31 90,006 14.265 92,315 13.102 8.9

8428 - 60 7 0.432 3 0.341 26.9

90 - 0110 264 6.496 493 10.403 -37.6

0120 4,954 48.688 1,960 48.138 1.1

0190 612,387 180.708 541,677 180.467 0.1

8425 - 41

35,313 4.542 20,022 4.664 -2.6

42 　〃 （液圧式その他） 659,307 33.085 569,219 30.969 6.8

49 　〃 （その他のもの） 1,791,041 25.786 1,458,705 25.413 1.5

8428 - 20 - 0010

623 9.554 634 5.877 62.6

0050 114 1.058 133 0.745 41.9

10 〃（非連続エレ・スキップホイス） 2,531 23.871 1,511 19.115 24.9

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 116 2.332 93 2.591 -10.0

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ

  （地下使用形） 106 0.022 26 0.008 160.2

32 〃（その他バケット型） 102 1.030 259 2.636 -60.9

33 〃（その他ベルト型） 7,297 57.223 6,567 63.085 -9.3

39 〃（その他のもの） 37,457 69.948 86,245 65.106 7.4

6,926,215 572.138 7,889,013 628.980 -9.0

8431 - 10 - 0010 部品

X 6.718 X 6.014 11.7

0090 X 12.699 X 11.608 9.4

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.603 X 0.395 52.6

0040 X 1.428 X 1.796 -20.5

0060 X 32.221 X 35.753 -9.9

39 - 0010 X 67.478 X 73.962 -8.8

0050 X 4.786 X 4.260 12.3

0070 X 5.153 X 3.181 62.0

0080 X 76.005 X 67.883 12.0

49 - 1010 X 12.377 X 11.239 10.1

1060 X 4.191 X 3.978 5.4

1090 X 12.795 X 23.013 -44.4

- 236.454 - 243.081 -2.7

- 808.592 - 872.061 -7.3

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・8425.20.0000巻上機（ウィンチ・坑口巻上）は、8425.39.0100巻上機（ウインチ・キャプスタン：その他）に統合された。

〃（非連続作動エレベータ用）

〃（移動リ・ストラドル等用）

〃（天井・ガント・門形等用）

〃（その他クレーン用）

クレーン

巻上機

ジャッキ・ホイスト

　〃 （道路走行車両装備用）

　〃 （プーリタ・ホイス：電動）

　〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

　〃 （移動リフテ・ストラドル）

　〃 （〃：その他）

　〃 （その他のもの）

　〃 （タワークレーン）

　〃 （産業用ロボット)

品    名

　〃 （門形ジブクレーン）

2019年07月 2018年07月

   （ウィン・キャップ：その他）

　〃 （非固定天井・ガントリ等）

   　（据付け式）

エスカレータ・エレベータ

　（空圧式コンベイャ）

　〃 （その他の機械装置)

　〃 （ケーブルカー等けん引装置)

　〃 （森林での丸太取扱装置)

〃（その他巻上機等用）

部品合計

機械類合計

〃（石油・ガス田機械装置用）

〃（森林での丸太取扱装置用）

   （固定支持式天井クレーン）

総合計

HS　コード

〃（その他巻上機用）

〃（空圧式エレベ・コンベ用）

〃（空圧式エレベータ）

  （プーリタタック・ホイス用）

〃（エスカレータ用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(7) 金属加工機械　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 249 1.804 79 4.628 -61.0

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 97 0.229 79 1.010 -77.4

22 〃（冷間圧延用） 528 7.721 84 43.702 -82.3

8462 - 10 鋳造機等 312 8.059 823 19.105 -57.8

21 ベンディング等（数値制御式） 294 27.177 244 25.469 6.7

29 〃（その他） 13,957 22.714 14,354 26.404 -14.0

31 剪断機（数値制御式） 29 0.808 9 1.348 -40.1

39 〃（その他） 1,756 3.197 1,600 2.007 59.3

41 パンチング等（数値制御式） 38 12.481 23 6.457 93.3

49 〃（その他） 1,473 2.877 772 1.550 85.6

91 液圧プレス 716 7.170 1,116 14.238 -49.6

99 その他 599 7.277 2,240 8.391 -13.3

20,048 101.513 21,423 154.307 -34.2

8455 - 90 部品（圧延機用） * 3,036,544 24.230 1,630,571 11.568 109.5

- 24.230 - 11.568 109.5

- 125.743 - 165.875 -24.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「kg」である。

(8) 業務用洗濯機　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 552 0.087 1,342 0.188 -53.8

19 〃（〃・その他） 17,360 0.191 14,773 0.492 -61.1

20 〃（10kg超） 87,138 46.549 274,745 104.746 -55.6

8451 - 10 ドライクリーニング機 37 1.137 75 2.292 -50.4

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 93,616 34.942 106,696 29.106 20.0

198,703 82.906 397,631 136.825 -39.4

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 21.180 X 7.726 174.1

- 21.180 - 7.726 174.1

- 104.086 - 144.551 -28.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(9) 動力伝導装置　　（輸入）

(単位：台、百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 272,146 18.109 229,130 14.887 21.6

3040 ギヤボックス等変速機（固定比・紙パ機械用 3,609 0.324 3,778 0.349 -7.1

3080 〃（手動可変式・紙パ機械用） 54,490 2.456 25,601 1.304 88.3

5010 〃（固定比・その他） 530,074 172.392 727,770 145.579 18.4

5050 〃（手動可変式・その他） 609,174 42.825 837,604 41.218 3.9

7000 〃（その他） 48,151 10.258 25,962 6.953 47.5

9000 歯車及び歯車伝導機 X 55.030 X 59.206 -7.1

- 301.393 - 269.495 11.8

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 115.805 X 125.116 -7.4

- 115.805 - 125.116 -7.4

- 417.198 - 394.611 5.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

Ch.(%)

2019年07月 2018年07月

Ch.(%)

2019年07月

品    名

2018年07月

Ch.(%)

2019年07月 2018年07月

品    名

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

機械類合計

HS コード 品    名

総合計

部品合計
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米国プラスチック機械の輸出入統計（2019年7月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2019 年 7 月の米国におけるプラスチック機械

の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で 1 億 1,950 万ドル（対前年同月比 10.0%減）となった。

輸出先は、メキシコが 2,683 万ドル（同 21.0%減）で最も大きく、次いでカナダが 2,481 万

ドル（同 15.6%減）、ドイツが 1,319 万ドル（同 47.7%増）、中国が 637 万ドル（同 33.7%減）

と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 1,324 万ドル（同 1.8%増）、押出成形機は 205
万ドル（同 84.2%減）、吹込み成形機は 208 万ドル（同 50.6%増）、真空成形機及びその他の

熱成形機（以下「真空成形機等」という。）は 417 万ドル（同 47.6%減）となり、部分品は

6,383 万ドル（同 10.1%増）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で 2 億 9,272 万ドル（同 10.8%増）となった。輸入元は、

ドイツが 7,236 万ドル（同 6.8%減）で最も大きく、次いで日本が 4,093 万ドル（同 16.8％増）、

カナダが 3,290 万ドル（同 4.4%増）、中国が 2,204 万ドル（同 13.0%減）と続く。機種別の

輸入金額は、射出成形機は 8,151 万ドル（同 17.6%増）、押出成形機は 1,177 万ドル（同 14.4%
増）、吹込み成形機は 1,795 万ドル（同 37.8 減）、真空成形機等は 460 万ドル（同 35.4%減）

となり、部分品は 1 億 795 ドル（同 2.8%増）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体で 231 万ドル（同 15.3%減）となり、全輸出金額に

占める割合は 1.9%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 4,781 ドル（同 16.8%増）となり、全輸入金額に

占める割合は、16.3%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、

2,732 万ドル（同 4.7%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 109.4 千ドル、押出成形機が 62.2
千ドル、吹込み成形機が 30.1 千ドル、真空成形機等が 21.0 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、27.1 千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 138.2 千ドル、押出成形機が 126.6
千ドル、吹込み成形機が 332.4 千ドル、真空成形機等が 13.6 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、19.3千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は 146.9
千ドルとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 

(単位:台、百万ドル・億円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 41 1.719 26 0.582 1.137 195.2 3 0.180 0 0.000 -

イギリス 22 1.619 149 3.706 -2.087 -56.3 0 0.000 0 0.000 -

フランス 4 0.702 13 1.290 -0.589 -45.6 1 0.254 0 0.000 -

ドイツ 264 13.188 169 8.927 4.261 47.7 0 0.000 0 0.000 -

イタリア 68 1.796 30 2.549 -0.754 -29.6 0 0.000 1 0.070 -100.0

トルコ 1 0.125 3 0.201 -0.076 -37.9 0 0.000 0 0.000 -

小計 400 19.149 390 17.256 1.893 11.0 4 0.435 1 0.070 517.5

カナダ 283 24.814 652 29.409 -4.595 -15.6 5 0.669 16 2.663 -74.9

メキシコ 463 26.834 769 33.975 -7.140 -21.0 93 9.536 63 6.594 44.6

コスタリカ 80 2.868 41 1.428 1.440 100.8 2 0.256 0 0.000 -

コロンビア 9 1.455 12 0.494 0.961 194.4 0 0.000 0 0.000 -

ベネズエラ 0 0.041 0 0.106 -0.065 -61.1 0 0.000 0 0.000 -

ブラジル 60 2.852 25 2.034 0.818 40.2 2 0.120 0 0.000 -

チリ 5 1.372 16 0.652 0.721 110.6 0 0.000 0 0.000 -

小計 895 58.865 1,499 67.447 -8.582 -12.7 102 10.580 79 9.257 14.3

日本 69 2.310 50 2.726 -0.416 -15.3 0 0.000 0 0.000 -

韓国 34 1.275 36 2.376 -1.100 -46.3 0 0.000 0 0.000 -

中国 151 6.365 349 9.605 -3.240 -33.7 0 0.000 2 0.222 -100.0

台湾 19 3.000 43 1.151 1.848 160.5 0 0.000 0 0.000 -

シンガポール 19 1.080 6 1.612 -0.532 -33.0 0 0.000 0 0.000 -

タイ 9 0.642 44 1.940 -1.298 -66.9 1 0.049 0 0.000 -

インド 139 5.523 37 1.458 4.065 278.8 0 0.000 0 0.000 -

小計 440 20.194 565 20.868 -0.674 -3.2 1 0.049 2 0.222 -78.1

その他 316 21.296 633 27.143 -5.847 -21.5 14 2.176 52 3.458 -37.1

合計 2,051 119.504 3,087 132.714 -13.210 -10.0 121 13.240 134 13.007 1.8

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 19年07月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 2 0.115 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.740 157.7

イギリス 1 0.035 -89.7 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 1.279 -10.3

フランス 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0.392 -38.9

ドイツ 2 0.123 104.2 0 0.000 - 3 0.020 -97.4 5.927 20.4

イタリア 0 0.000 - 56 1.019 - 0 0.000 - 0.534 -72.5

トルコ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.115 296.7

小計 5 0.272 -50.4 56 1.019 4,530.1 3 0.020 -98.4 8.987 -2.8

カナダ 11 0.633 -26.9 0 0.000 - 10 0.181 -89.8 20.008 5.4

メキシコ 11 0.899 -90.5 0 0.000 -100.0 78 1.702 -21.0 8.776 2.8

コスタリカ 0 0.000 - 1 0.140 -28.3 77 1.686 - 0.786 30.9

コロンビア 0 0.000 - 4 0.439 - 0 0.000 -100.0 0.947 140.4

ベネズエラ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.041 -61.1

ブラジル 0 0.000 - 0 0.000 - 25 0.531 - 1.380 0.2

チリ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 1.328 199.9

小計 22 1.532 -85.2 5 0.579 7.3 190 4.101 3.5 31.938 6.5

日本 0 0.000 -100.0 2 0.254 2,313.0 3 0.026 - 0.915 -28.7

韓国 1 0.030 -96.5 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 0.621 11.5

中国 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 1 0.010 -95.1 2.684 -18.1

台湾 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 2.212 822.9

シンガポール 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.786 -46.3

タイ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.447 -54.6

インド 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 2.692 398.2

小計 1 0.030 -97.7 2 0.254 -15.0 4 0.037 -88.5 10.358 24.1

その他 5 0.217 -72.4 6 0.224 -56.7 1 0.010 -99.6 12.547 21.0

合計 33 2.052 -84.2 69 2.076 50.6 198 4.168 -47.6 63.830 10.1

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品

2019年07月 2019年07月 2019年07月

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2019年07月)

プラスチック機械合計 射出成形機

2019年07月 2018年07月2019年07月 2018年07月

押出成形機 吹込み成形機
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 

(単位:台、百万ドル・億円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 41 1.719 26 0.582 1.137 195.2 3 0.180 0 0.000 -

イギリス 22 1.619 149 3.706 -2.087 -56.3 0 0.000 0 0.000 -

フランス 4 0.702 13 1.290 -0.589 -45.6 1 0.254 0 0.000 -

ドイツ 264 13.188 169 8.927 4.261 47.7 0 0.000 0 0.000 -

イタリア 68 1.796 30 2.549 -0.754 -29.6 0 0.000 1 0.070 -100.0

トルコ 1 0.125 3 0.201 -0.076 -37.9 0 0.000 0 0.000 -

小計 400 19.149 390 17.256 1.893 11.0 4 0.435 1 0.070 517.5

カナダ 283 24.814 652 29.409 -4.595 -15.6 5 0.669 16 2.663 -74.9

メキシコ 463 26.834 769 33.975 -7.140 -21.0 93 9.536 63 6.594 44.6

コスタリカ 80 2.868 41 1.428 1.440 100.8 2 0.256 0 0.000 -

コロンビア 9 1.455 12 0.494 0.961 194.4 0 0.000 0 0.000 -

ベネズエラ 0 0.041 0 0.106 -0.065 -61.1 0 0.000 0 0.000 -

ブラジル 60 2.852 25 2.034 0.818 40.2 2 0.120 0 0.000 -

チリ 5 1.372 16 0.652 0.721 110.6 0 0.000 0 0.000 -

小計 895 58.865 1,499 67.447 -8.582 -12.7 102 10.580 79 9.257 14.3

日本 69 2.310 50 2.726 -0.416 -15.3 0 0.000 0 0.000 -

韓国 34 1.275 36 2.376 -1.100 -46.3 0 0.000 0 0.000 -

中国 151 6.365 349 9.605 -3.240 -33.7 0 0.000 2 0.222 -100.0

台湾 19 3.000 43 1.151 1.848 160.5 0 0.000 0 0.000 -

シンガポール 19 1.080 6 1.612 -0.532 -33.0 0 0.000 0 0.000 -

タイ 9 0.642 44 1.940 -1.298 -66.9 1 0.049 0 0.000 -

インド 139 5.523 37 1.458 4.065 278.8 0 0.000 0 0.000 -

小計 440 20.194 565 20.868 -0.674 -3.2 1 0.049 2 0.222 -78.1

その他 316 21.296 633 27.143 -5.847 -21.5 14 2.176 52 3.458 -37.1

合計 2,051 119.504 3,087 132.714 -13.210 -10.0 121 13.240 134 13.007 1.8

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 19年07月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 2 0.115 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.740 157.7

イギリス 1 0.035 -89.7 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 1.279 -10.3

フランス 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0.392 -38.9

ドイツ 2 0.123 104.2 0 0.000 - 3 0.020 -97.4 5.927 20.4

イタリア 0 0.000 - 56 1.019 - 0 0.000 - 0.534 -72.5

トルコ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 0.115 296.7

小計 5 0.272 -50.4 56 1.019 4,530.1 3 0.020 -98.4 8.987 -2.8

カナダ 11 0.633 -26.9 0 0.000 - 10 0.181 -89.8 20.008 5.4

メキシコ 11 0.899 -90.5 0 0.000 -100.0 78 1.702 -21.0 8.776 2.8

コスタリカ 0 0.000 - 1 0.140 -28.3 77 1.686 - 0.786 30.9

コロンビア 0 0.000 - 4 0.439 - 0 0.000 -100.0 0.947 140.4

ベネズエラ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.041 -61.1

ブラジル 0 0.000 - 0 0.000 - 25 0.531 - 1.380 0.2

チリ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 1.328 199.9

小計 22 1.532 -85.2 5 0.579 7.3 190 4.101 3.5 31.938 6.5

日本 0 0.000 -100.0 2 0.254 2,313.0 3 0.026 - 0.915 -28.7

韓国 1 0.030 -96.5 0 0.000 -100.0 0 0.000 -100.0 0.621 11.5

中国 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 1 0.010 -95.1 2.684 -18.1

台湾 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 2.212 822.9

シンガポール 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.786 -46.3

タイ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.447 -54.6

インド 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 2.692 398.2

小計 1 0.030 -97.7 2 0.254 -15.0 4 0.037 -88.5 10.358 24.1

その他 5 0.217 -72.4 6 0.224 -56.7 1 0.010 -99.6 12.547 21.0

合計 33 2.052 -84.2 69 2.076 50.6 198 4.168 -47.6 63.830 10.1

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品

2019年07月 2019年07月 2019年07月

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2019年07月)

プラスチック機械合計 射出成形機

2019年07月 2018年07月2019年07月 2018年07月

押出成形機 吹込み成形機
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(単位:台、百万ドル・億円:$1=100円)

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

イギリス 234 3.803 122 2.405 1.399 58.2 0 0.000 0 0.000 -

スペイン 3 0.768 25 0.850 -0.082 -9.6 0 0.000 0 0.000 -

フランス 27 8.632 29 9.668 -1.036 -10.7 5 0.686 4 0.437 56.9

オランダ 32 10.747 774 2.266 8.481 374.3 7 0.059 14 0.071 -17.5

ドイツ 4,301 67.464 1,759 72.358 -4.895 -6.8 86 13.765 109 17.863 -22.9

スイス 361 7.742 31 9.131 -1.390 -15.2 11 3.795 3 0.818 363.7

オーストリア 128 31.403 79 18.098 13.305 73.5 98 20.770 44 8.711 138.4

ハンガリー 12 0.093 0 0.021 0.071 331.1 0 0.000 0 0.000 -

イタリア 182 23.094 145 17.323 5.771 33.3 3 0.011 4 0.026 -56.1

ルーマニア 0 0.909 0 0.034 0.876 2,612.1 0 0.000 0 0.000 -

チェコ 90 0.909 29 0.034 0.876 2,612.1 0 0.000 0 0.000 -

ポーランド 29 0.520 1 0.171 0.349 204.6 0 0.000 0 0.000 -

小計 5,399 156.085 2,994 132.359 23.727 17.9 210 39.086 178 27.926 40.0

カナダ 606 34.340 129 32.898 1.442 4.4 37 4.004 7 2.359 69.7

ブラジル 1 0.808 3 1.057 -0.249 -23.5 0 0.000 0 0.000 -

小計 607 35.148 132 33.955 1.193 3.5 37 4.004 7 2.359 69.7

日本 854 47.813 481 40.926 6.888 16.8 186 27.324 175 28.684 -4.7

韓国 26 2.604 68 7.110 -4.506 -63.4 12 1.304 5 0.538 142.3

中国 1,452 19.175 4,265 22.044 -2.869 -13.0 56 3.685 188 6.732 -45.3

台湾 64 5.349 140 4.790 0.559 11.7 26 1.566 7 0.341 359.2

タイ 531 5.965 1,815 4.079 1.886 46.2 15 1.377 8 0.795 73.2

インド 67 5.503 89 7.006 -1.502 -21.4 45 2.873 23 1.586 81.1

小計 2,994 86.410 6,858 85.955 0.456 0.5 340 38.128 406 38.677 -1.4

その他 561 15.078 148 11.880 3.198 26.9 3 0.292 1 0.340 -14.2

合計 9,561 292.722 10,132 264.148 28.573 10.8 590 81.511 592 69.302 17.6

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額 19年07月 輸入金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

イギリス 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 12 0.070 230.4 3.244 96.4

スペイン 1 0.015 -90.4 0 0.000 - 0 0.000 - 0.643 33.7

フランス 0 0.000 -100.0 1 3.282 19.4 5 0.024 285.9 4.195 -18.1

オランダ 7 0.672 - 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 3.095 157.3

ドイツ 11 0.803 -72.0 7 6.994 -46.3 296 2.035 -64.1 30.243 33.2

スイス 0 0.000 -100.0 2 1.793 -69.7 0 0.000 - 1.511 -32.8

オーストリア 19 3.871 82.6 0 0.000 - 4 0.333 - 4.020 -23.0

ハンガリー 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.081 278.1

イタリア 28 4.762 92.2 13 1.553 42.0 3 1.202 312.8 4.392 -51.9

ルーマニア 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.909 2,612.1

チェコ 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.909 2,612.1

ポーランド 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.362 119.0

小計 66 10.122 27.9 23 13.621 -41.4 320 3.664 -41.3 53.605 10.9

カナダ 0 0.000 -100.0 6 1.430 341.9 2 0.497 - 23.310 -1.4

ブラジル 0 0.000 - 0 0.000 - 0 0.000 - 0.730 -21.1

小計 0 0.000 -100.0 6 1.430 341.9 2 0.497 - 24.040 -2.1

日本 1 0.054 -94.8 2 1.199 -27.7 0 0.000 -100.0 7.156 18.8

韓国 0 0.000 -100.0 0 0.000 - 0 0.000 -100.0 1.255 -50.7

中国 7 0.953 119.2 8 0.215 -56.0 8 0.341 1,821.7 9.103 -12.8

台湾 1 0.235 - 1 0.031 -86.9 1 0.046 -90.3 2.699 -3.5

タイ 2 0.115 -55.4 0 0.000 - 0 0.000 - 3.872 56.2

インド 0 0.000 - 12 1.122 -59.9 0 0.000 - 1.504 -40.9

小計 11 1.357 -22.3 23 2.567 -50.4 9 0.387 -48.4 25.590 -4.6

その他 16 0.291 108.3 2 0.332 162.9 8 0.051 -62.2 4.719 -11.5

合計 93 11.770 14.4 54 17.951 -37.8 339 4.599 -35.4 107.954 2.8

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

2018年07月2019年07月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等

表2　米国プラスチック機械の国別輸入統計 (2019年07月)

2019年07月 2019年07月 2019年07月

部分品

プラスチック機械合計 射出成形機

2019年07月 2018年07月
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項目 2019年07月 2018年07月 伸び率（％） 2019年07月 2018年07月 伸び率（％） 2019年07月 2018年07月

8477-10 射出成形機 13.240 13.007 1.8 0.000 0.000 - 0.0 0.0

8477-20 押出成形機 2.052 13.005 -84.2 0.000 0.110 -100.0 0.0 0.8

8477-30 吹込み成形機 2.076 1.379 50.6 0.254 0.011 2,313.0 12.2 0.8

8477-40 真空成形機等 4.168 7.959 -47.6 0.026 0.000 - 0.6 0.0

8477-51 その他の機械 （成形用） 0.622 4.862 -87.2 0.000 0.000 - 0.0 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 7.356 7.989 -7.9 0.000 0.576 -100.0 0.0 7.2

8477-80 その他の機械 26.160 26.546 -1.5 1.115 0.747 49.3 4.3 2.8

55.674 74.747 -25.5 1.395 1.443 -3.3 2.5 1.9

8477-90 部分品 63.830 57.967 10.1 0.915 1.283 -28.7 1.4 2.2

119.504 132.714 -10.0 2.310 2.726 -15.3 1.9 2.1

項目 2019年07月 2018年07月 伸び率（％） 2019年07月 2018年07月 伸び率（％） 2019年07月 2018年07月

8477-10 射出成形機 81.511 69.302 17.6 27.324 28.684 -4.7 33.5 41.4

8477-20 押出成形機 11.770 10.285 14.4 0.054 1.031 -94.8 0.5 10.0

8477-30 吹込み成形機 17.951 28.861 -37.8 1.199 1.659 -27.7 6.7 5.7

8477-40 真空成形機等 4.599 7.123 -35.4 0.000 0.232 -100.0 0.0 3.3

8477-51 その他の機械 （成形用） 2.426 0.981 147.2 0.000 0.000 - 0.0 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 11.405 12.809 -11.0 0.278 2.014 -86.2 2.4 15.7

8477-80 その他の機械 55.107 29.735 85.3 11.802 1.283 819.5 21.4 4.3

184.768 159.096 16.1 40.657 34.903 16.5 22.0 21.9

8477-90 部分品 107.954 105.052 2.8 7.156 6.023 18.8 6.6 5.7

292.722 264.148 10.8 47.813 40.926 16.8 16.3 15.5

項目 輸出数量 対日輸出数量 輸入数量 対日輸入数量

8477-10 射出成形機 121 109.4 0 - 590 138.2 186 146.9

8477-20 押出成形機 33 62.2 0 - 93 126.6 1 53.9

8477-30 吹込み成形機 69 30.1 2 126.9 54 332.4 2 599.5

8477-40 真空成形機等 198 21.0 3 8.8 339 13.6 0 -

8477-51 その他の機械 （成形用） 147 4.2 0 - 38 63.8 0 -

8477-59 その他のもの （成形用） 181 40.6 0 - 490 23.3 4 69.5

8477-80 その他の機械 1,302 20.1 64 17.4 7,957 6.9 661 17.9

2,051 27.1 69 20.2 9,561 19.3 854 47.6

8477-90 部分品 X - X - X - X -

- - - - - - - -

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

対日輸入単純平均単価

対日輸出割合（％）

対日輸出割合（％）対日輸入金額

機械類小計

合計

輸出金額 対日輸出金額

表3　米国プラスチック機械の機種別輸出入統計（2019年07月）

（単位：台、百万ドル・億円；単価は千ドル・10万円；$1=100円）

機械類小計

合計

輸入金額

機械類小計

合計

輸出単純平均単価 対日輸出単純平均単価 輸入単純平均単価
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米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2019年7月） 

米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2019
年 7 月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
① 粗鋼生産量は 817.9万ネット・トンで、前月の 798.5 万ネット・トンから増加（＋2.4%）と

なり、対前年同月比は増加（＋0.5%）となった。炉別では、前年同月比で転炉鋼（△7.5%）、

電炉鋼（＋4.2%）、連続鋳造鋼（＋2.1%）となっている。 
鉄鋼生産量は 811.5万ネット・トンで、前月の 771.8 万ネット・トンから増加（＋5.1%）と

なり、対前年同月比は増加（＋2.6%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（＋3.1%）、

合金鋼（△5.2%）、ステンレス鋼（△6.2%）となっている。 
 
② 主要分野別の出荷状況をみると、自動車関連 101.4万ネット・トン（対前年同月比△1.7%）、

建設関連 165.6万ネット・トン（同＋4.5%）、中間販売業者 241.5万ネット・トン（同＋3.3%）、

機械産業（農業関係を除く）15.2万ネット・トン（同△19.7%）となっている。 
需要分野別にみると、鉄鋼中間材（同＋23.8%）、産業用ねじ（同＋6.5%）、中間販売業者

（同＋3.3%）、建設関連（同＋4.5%）、鉄道輸送（同＋34.6%）、船舶・舶用機械（同＋155.8%）、

航空・宇宙（同＋29.1%）、石油・ガス・石油化学（同＋15.7%）、家電・食卓用金物（同＋9.3%）、

コンテナ等出荷機材（同＋3.2%）が対前年比で増加となり、、自動車（同△1.7%）、鉱山・採

石・製材（同△14.3%）、農業（農業機械等）（同△2.4%）、機械装置・工具（同△24.8%）、

電気機器（同△11.9%）、が対前年比で減少となっている。また、外需は減少（同△5.4%）と

なっている。 
 
③  鉄鋼輸出は、62.1 万ネット・トンで、前月の 59.9 万ネット・トンから増加（＋3.7%）とな

り、対前年同月比は減少（△5.4%）となった。 
 

④  鉄鋼輸入は、303.0 万ネット・トンで、前月の 204.1 万ネット・トンから増加（＋48.5%）

となり、対前年同月比は増加（＋1.4%）となっている。鋼種別にみると対前年同月比で、炭素

鋼（△9.6%）、合金鋼（＋55.2%）、ステンレス鋼（△9.7%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 47.6 万ネット・トン、メキシコが 33.4 万ネット・トン、

メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 102.7万ネット・トン、EUが 41.8万ネット・トン、

欧州の EU 非加盟国（ロシアを含む）が 13.0 万ネット・トン、アジアが 59.2 万ネット・トン

となっている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 35.1万ネット・トン（構成比 11.6%）、メキシコ湾岸部で 162.4

万ネット・トン（同 53.6%）、太平洋岸で 40.7万ネット・トン（同 13.4%）、五大湖沿岸部で

63.4万ネット・トン（同 20.9%）となっている。 
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 28.8%と、前月の 22.3%から 6.5%
増、前年同月の 29.2%から 0.4%減となった。 
 

⑤  設備稼働率は 79.4%で、前月の 80.1%から 0.7%減となり、前年同月の 78.4 %から 1.0%増

となった。また、内需は 1,052.4 万ネット・トンとなり、対前年同月比で増加（＋2.7%）と

なっている。 
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表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2019年 7月） 
 

2019年 2018年 対前年比伸率(%) 

7月 年累計 7 月 年累計 7 月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）  

(1)Pig Iron 2,016 14,689 2,319 15,254  13.1  3.7

(2)Raw Steel（合計） 8,179 57,025 8,139 54,501 0.5 4.6
Basic Oxygen 
Process(*1) 2,418 17,685 2,612 17,406  7.5 1.6

Electric(*2) 5,761 39,340 5,526 37,095 4.2 6.1
Continuous Cast(*1及び

*2の一部を含む。) 8,158 56,880 7,992 53,491 2.1 6.3

2.設備稼働率（％） 79.4 80.9 78.4 77.0  
3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 8,115 56,338 7,911 55,215 2.6 2.0

(1)Carbon 7,651 53,064 7,419 51,586 3.1 2.9

(2)Alloy 248 1,788 262 1,960  5.2  8.8

(3)Stainless 216 1,486 230 1,669  6.2  11.0

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 621 4,277 656 5,794  5.4  26.2

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 3,030 18,669 2,990 20,873 1.4  10.6

(1)Carbon 2,167 13,784 2,397 16,102  9.6  14.4

(2)Alloy 785 4,350 506 4,067 55.2 7.0

(3)Stainless 78 535 87 704  9.7  24.1

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 10,524 70,730 10,245 70,294 2.7 0.6

(D)=A＋C-B  
7.内需に占める輸入の割

合 28.8 26.4 29.2 29.7  
(E)=C/D*100(%)    

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
    ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 

表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働

2018年 73.6 77.9 78.3 76.0 77.1 77.4 78.4 79.4 79.6 80.2 81.2 79.4 78.2 

2019年 80.4 82.4 82.2 81.3 80.8 80.1 79.4      80.9 
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折れ線グラフ：設備稼働率（左軸） 
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図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 
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表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2019年 7月） 
 

2019年 2018年 対前年比伸率(%) 

7月 年累計 7 月 年累計 7 月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）  

(1)Pig Iron 2,016 14,689 2,319 15,254  13.1  3.7

(2)Raw Steel（合計） 8,179 57,025 8,139 54,501 0.5 4.6
Basic Oxygen 
Process(*1) 2,418 17,685 2,612 17,406  7.5 1.6

Electric(*2) 5,761 39,340 5,526 37,095 4.2 6.1
Continuous Cast(*1及び

*2の一部を含む。) 8,158 56,880 7,992 53,491 2.1 6.3

2.設備稼働率（％） 79.4 80.9 78.4 77.0  
3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 8,115 56,338 7,911 55,215 2.6 2.0

(1)Carbon 7,651 53,064 7,419 51,586 3.1 2.9

(2)Alloy 248 1,788 262 1,960  5.2  8.8

(3)Stainless 216 1,486 230 1,669  6.2  11.0

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 621 4,277 656 5,794  5.4  26.2

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 3,030 18,669 2,990 20,873 1.4  10.6

(1)Carbon 2,167 13,784 2,397 16,102  9.6  14.4

(2)Alloy 785 4,350 506 4,067 55.2 7.0

(3)Stainless 78 535 87 704  9.7  24.1

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 10,524 70,730 10,245 70,294 2.7 0.6

(D)=A＋C-B  
7.内需に占める輸入の割

合 28.8 26.4 29.2 29.7  
(E)=C/D*100(%)    

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
    ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 

表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働

2018年 73.6 77.9 78.3 76.0 77.1 77.4 78.4 79.4 79.6 80.2 81.2 79.4 78.2 

2019年 80.4 82.4 82.2 81.3 80.8 80.1 79.4      80.9 
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2019-2018
2019 2018

Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron 2.016 14.689 2.319 15.254 -13.1% -3.7%

 Raw Steel (total) 8.179 57.025 8.139 54.501 0.5% 4.6%
   Basic Oxygen process 2.418 17.685 2.612 17.406 -7.5% 1.6%
   Electric 5.761 39.340 5.526 37.095 4.2% 6.1%
   Continuous cast (incl. above) 8.158 56.880 7.992 53.491 2.1% 6.3%

   Rate of Capability Utilization 79.4 80.9 78.4 77.0

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 8,115 56,338 7,911 55,215 2.6% 2.0%
   Carbon 7,651 53,064 7,419 51,586 3.1% 2.9%
   Alloy 248 1,788 262 1,960 -5.2% -8.8%
   Stainless 216 1,486 230 1,669 -6.2% -11.0%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 621 4,277 656 5,794 -5.4% -26.2%
 Imports (000 N.T.) 3,030 18,669 2,990 20,873 1.4% -10.6%
   Carbon 2,167 13,784 2,397 16,102 -9.6% -14.4%
   Alloy 785 4,350 506 4,067 55.2% 7.0%
   Stainless 78 535 87 704 -9.7% -24.1%
Imports excluding semi-finished 1,845 13,538 2,187 16,198 -15.6% -16.4%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 9,340 65,599 9,442 65,619 -1.1% 0.0%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 19.8 20.6 23.2 24.7

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 1,014 7,349 1,032 7,966 -1.7% -7.7%
 Construction & contractors' products 1,656 11,450 1,584 10,510 4.5% 8.9%
 Service centers & distributors 2,415 17,054 2,337 15,813 3.3% 7.8%
 Machinery,excl. agricultural 152 1,215 189 1,138 -19.7% 6.8%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016

 Total Net Number of Employees 139 140 -0.5%
   (000)  Source:  BLS

 Hourly Employment Cost: 12 mo. 2011 vs. 12 mo. 2010
 Total wage and benefits
 Source: BLS - NAICS 3311 Iron & Steel Mills 27.20$     26.91$     1.1%

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016
Steel Segment
 Total Sales $48,122 $40,129 19.9%
 Operating Income $2,648 $879

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）

― 80 ―

情報報告　シカゴ



2019-2018
2019 2018

Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron 2.016 14.689 2.319 15.254 -13.1% -3.7%

 Raw Steel (total) 8.179 57.025 8.139 54.501 0.5% 4.6%
   Basic Oxygen process 2.418 17.685 2.612 17.406 -7.5% 1.6%
   Electric 5.761 39.340 5.526 37.095 4.2% 6.1%
   Continuous cast (incl. above) 8.158 56.880 7.992 53.491 2.1% 6.3%

   Rate of Capability Utilization 79.4 80.9 78.4 77.0

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 8,115 56,338 7,911 55,215 2.6% 2.0%
   Carbon 7,651 53,064 7,419 51,586 3.1% 2.9%
   Alloy 248 1,788 262 1,960 -5.2% -8.8%
   Stainless 216 1,486 230 1,669 -6.2% -11.0%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 621 4,277 656 5,794 -5.4% -26.2%
 Imports (000 N.T.) 3,030 18,669 2,990 20,873 1.4% -10.6%
   Carbon 2,167 13,784 2,397 16,102 -9.6% -14.4%
   Alloy 785 4,350 506 4,067 55.2% 7.0%
   Stainless 78 535 87 704 -9.7% -24.1%
Imports excluding semi-finished 1,845 13,538 2,187 16,198 -15.6% -16.4%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 9,340 65,599 9,442 65,619 -1.1% 0.0%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 19.8 20.6 23.2 24.7

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 1,014 7,349 1,032 7,966 -1.7% -7.7%
 Construction & contractors' products 1,656 11,450 1,584 10,510 4.5% 8.9%
 Service centers & distributors 2,415 17,054 2,337 15,813 3.3% 7.8%
 Machinery,excl. agricultural 152 1,215 189 1,138 -19.7% 6.8%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016

 Total Net Number of Employees 139 140 -0.5%
   (000)  Source:  BLS

 Hourly Employment Cost: 12 mo. 2011 vs. 12 mo. 2010
 Total wage and benefits
 Source: BLS - NAICS 3311 Iron & Steel Mills 27.20$     26.91$     1.1%

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2017 vs. 12 mo. 2016
Steel Segment
 Total Sales $48,122 $40,129 19.9%
 Operating Income $2,648 $879

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）

2019-2018
2019 2018

Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos. Jul. 7 Mos.
FOREIGN TRADE - STEEL MILL PRODUCTS:   

Imports - Country of Origin (000 N.T.) 3,030 18,669 2,990 20,873 1.4% -10.6%

Canada 476 2,919 460 4,041 3.6% -27.8%

Mexico 334 2,018 316 2,286 5.6% -11.7%
     
Other Western Hemisphere 1,027 3,889 529 2,837 94.1% 37.1%

EU 418 3,070 612 3,198 -31.7% -4.0%

Other Europe* 130 1,387 268 2,534 -51.3% -45.3%

Asia 592 4,848 722 5,495 -18.0% -11.8%

Oceania 11 192 47 218 -77.2% -11.9%

Africa 42 346 36 264 16.4% 31.2%

* Includes Russia

Imports - By Customs District (000 N.T.) 3,030 18,669 2,990 20,873 1.4% -10.6%

    Atlantic Coast 351 2,985 500 3,637 -29.8% -17.9%
    Gulf Coast - Mexican Border 1,624 9,523 1,137 9,053 42.8% 5.2%
    Pacific Coast 407 2,516 690 3,095 -40.9% -18.7%
    Great Lakes - Canadian Border 634 3,542 646 4,916 -1.8% -27.9%
    Off Shore 15 102 17 171 -15.5% -40.5%

別表2　米国の鉄鋼業データ（２）

% Change
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JULY 2019
SAME

MONTH
MARKET CLASSIFICATIONS NET TONS PERCENT NET TONS PERCENT PERCENT NET TONS PERCENT
 1. Steel for Converting and Processing
      Wire and wire products 80,864 1.0% 649,500 1.2% -1.5% 102,524 18.7%
      Sheets and strip 425,066 5.2% 2,724,527 4.8% 7.8% 587,713 27.5%
      Pipe and tube 487,758 6.0% 3,077,853 5.5% 54.4% 821,545 36.4%
      Cold finishing 228 0.0% 1,200 0.0% 61.7% -1,044 -46.5%
      Other 62,000 0.8% 422,832 0.8% 2.0% 12,598 3.1%
         Total 1,055,916 13.0% 6,875,912 12.2% 23.8% 1,523,336 28.5%
 2. Independent Forgers (not elsewhere classified) 15,571 0.2% 103,762 0.2% 0.7% -4,492 -4.1%
 3. Industrial Fasteners 4,021 0.0% 27,810 0.0% 6.5% -21,413 -43.5%
 4. Steel Service Centers and Distributors 2,414,583 29.8% 17,053,710 30.3% 3.3% 1,240,809 7.8%
 5. Construction, Including Maintenance
      Metal Building Systems 78,095 1.0% 476,457 0.8% -8.2% -58,780 -11.0%
      Bridge and Highway Construction 4,844 0.1% 69,166 0.1% -31.3% -10,996 -13.7%
      General Construction 1,373,677 16.9% 9,482,171 16.8% 5.5% 843,659 9.8%
      Culverts and Concrete Pipe 33 0.0% 480 0.0% 0.0% -310 0.0%
      All Other Construction & Contractors' Products 198,984 2.5% 1,421,487 2.5% 5.0% 166,451 13.3%
          Total 1,655,633 20.4% 11,449,761 20.3% 4.5% 940,024 8.9%
 7. Automotive
      Vehicles,parts & accessories-assemblers 918,826 11.3% 6,648,801 11.8% -0.8% -607,390 -8.4%
      Trailers, all types 872 0.0% 6,248 0.0% 68.3% 2,282 57.5%
      Parts and accessories-independent suppliers 69,556 0.9% 514,573 0.9% -14.3% -27,745 -5.1%
      Independent forgers 25,231 0.3% 179,867 0.3% 5.9% 16,085 9.8%
         Total 1,014,485 12.5% 7,349,489 13.0% -1.7% -616,768 -7.7%
 8. Rail Transportation 140,383 1.7% 820,068 1.5% 34.6% 75,405 10.1%
 9. Shipbuilding and Marine Equipment 9,469 0.1% 59,910 0.1% 155.8% 33,132 123.7%
10. Aircraft and Aerospace 848 0.0% 3,565 0.0% 29.1% 55 1.6%
11. Oil,  Gas & Petrochemical
      Drilling & Transportation 228,298 2.8% 1,567,935 2.8% 16.9% 282,172 21.9%
      Storage Tanks 1,035 0.0% 9,995 0.0% -64.3% -6,044 -37.7%
      Oil, Gas & Chemical Process Vessels 3,348 0.0% 23,031 0.0% 18.1% 3,382 17.2%
         Total 232,681 2.9% 1,600,961 2.8% 15.7% 279,510 21.2%
12. Mining, Quarrying and Lumbering 78 0.0% 731 0.0% -14.3% 92 14.4%
13. Agricultural
      Agricultural Machinery 8,744 0.1% 58,195 0.1% 0.1% 6,890 13.4%
      All Other 759 0.0% 6,520 0.0% -23.9% -1,087 -14.3%
         Total 9,503 0.1% 64,715 0.1% -2.4% 5,803 9.9%
14. Machinery, Industrial Equipment and Tools
      General Purpose Equipment - Bearings 10,775 0.1% 85,129 0.2% -11.4% 3,010 3.7%
      Construction Equip. and Materials Handling Equip. 34,081 0.4% 299,908 0.5% -23.9% 37,771 14.4%
      All Other 40,457 0.5% 333,537 0.6% -28.4% 17,616 5.6%
         Total 85,313 1.1% 718,574 1.3% -24.8% 58,397 8.8%
15. Electrical Equipment 66,216 0.8% 496,789 0.9% -11.9% 18,678 3.9%
16. Appliances, Utensils and Cutlery
      Appliances 163,780 2.0% 1,085,556 1.9% 9.6% -4,341 -0.4%
      Utensils and Cutlery 1,542 0.0% 12,008 0.0% -11.7% 2,165 22.0%
         Total 165,322 2.0% 1,097,564 1.9% 9.3% -2,176 -0.2%
17. Other Domestic and Commercial Equipment 20,048 0.2% 139,678 0.2% -6.2% -9,045 -6.1%
18. Containers, Packaging and Shipping Materials
      Cans and Closures 72,814 0.9% 520,738 0.9% -12.7% -29,944 -5.4%
      Barrels, drums and shipping pails 59,250 0.7% 362,884 0.6% 16.0% 56,140 18.3%
      All Other 17,810 0.2% 126,260 0.2% 64.8% 46,316 57.9%
         Total 149,874 1.8% 1,009,882 1.8% 3.2% 72,512 7.7%
19. Ordnance and Other Military 1,424 0.0% 15,143 0.0% -51.8% 1,130 8.1%
20. Export 620,598 7.6% 4,221,119 7.5% -5.4% -1,572,596 -27.1%
21. Non-Classified Shipments 453,137 5.6% 3,229,205 5.7% -24.7% -899,320 -21.8%
         TOTAL SHIPMENTS (Items 1-21) 8,115,103 100.0% 56,338,348 100.0% 2.6% 1,123,073 2.0%
+ - Includes revisions for previous months
P - Preliminary, final figures will appear in the detailed quarterly report.
* - Net total after deducting shipments to reporting companies.

別表3　米国における需要分野別の鉄鋼出荷量

CURRENT MONTH YEAR TO DATE+

CHANGE FROM 2018

YEAR TO DATE
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皆さんこんにちは。 
ウィーンは10月に入り、最低気温が10℃以下になり朝晩には薄手のダウンジャケットが必要な

くらい冷え込むようになりました。それでも日中は20℃弱まで気温が上がるため、日の当たると

ころにいると気持ちがよく、日光浴を楽しんでいる人を良く見かけます。街中の屋台では秋の味

覚である、モストやシュトゥルムというワインの発行段階の飲み物が販売されており、街路樹も

緑から茶色や黄色に変わっているため、すっかり秋の様相となっており冬がすぐそこまで来てい

ると感じさせられます。 
 
9月25日に、ウィーンのアリアンツスタジアム（Allianz Stadion）にて地元ラピード・ウィー

ンとレッドブル・ザルツブルグの試合が行われました。以前ご紹介した通り、この2チームには日

本人選手が所属しているのですが、リーグ戦のウィーンでの対戦は8月に終わっていたため、次の

観戦機会は翌シーズンになると思っていました。しかし、オーストリアカップというカップ戦の2
回戦でこの日本人対決のカードが実現し、しかもウィーンで開催されるということで観戦しに行

きました。 
試合内容は、まず後半にザルツブルグが1点を先制したのですが、直後にラピード・ウィーンの

北川航也選手が移籍後初ゴールとなる同点弾を決め、地元ファンは大盛り上がりでした。その後、

ウィーンの選手が2人退場し圧倒的不利になってしまいましたが、何とか守り抜き延長戦に突入し

ました。延長もスコアレスでこのままPK戦に突入かと思っていたところで、ザルツブルグの南野

拓実選手が後半ロスタイムに劇的決勝ゴールを決めて、幕切れとなりました。日本人として南野

選手のゴールを称えたかったですが、まわりのウィーンファンに怒られそうでしたので、あまり

喜びを表現しないよう気を付けました。敗戦によりウィーンファンは怒るのではと思いましたが、

オーストリアで圧倒的な強さを誇るザルツブルグに善戦をしたということで、最後まで選手を称

えていたのが印象的でした。私としても日本人選手の活躍を見ることができ、満足度の高い面白

い試合でした。 
 

9月29日にはオーストリアの国民議会選挙（Nationalratswahl）が行われました。2017年の選

挙ではその後世界で最も若い首相となるKurz氏が率いる国民党が勝利していました。しかし、今

年の5月に国民党と連立を組む自由党の党首であり、副首相であったStrache氏にスキャンダルが

発覚しました。その結果、連立は解消され、不信任案が可決され今回の選挙に至りました。選挙

の結果は、国民党が約38%の議席を獲得しKurz氏が首相に返り咲きました。今後どの党と連立を

組むかという点が注目されています。 
 
10月の中旬にクロアチアのプリトヴィツェ湖群国立公園というところに行きました。以前から

行きたいと思っていたのですが、その頃が夏のピーク時ほど観光客が多くなく、紅葉も綺麗との

ことで急遽夜行バスを予約し、0泊3日の弾丸一人旅を実施しました。現在、欧州では今回利用し

たFlixbusという格安長距離バスが人気で、主要都市間であれば航空機や鉄道よりもかなり安く移

動することができます。また、価格だけでなくインターネットで簡単に予約でき、車内でWiFiや
コンセント、トイレが使用できるというのも人気の要因のようです。 
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クロアチアはEU加盟国ですが、シェンゲン協定に加盟していないため国境でパスポートコント

ロールがありました。陸路の場合どのように行うか気になっていたのですが、高速道路に料金所

のような形でブースが設置されており、そこでパスポートチェックが行われました。通常の車両

であれば、車内でやりとり可能ですが、バスの場合は乗客が車両から降りて窓口に並ぶという方

法で少し煩わしさを感じました。 
越境に関連して、10月にイタリアからオーストリアに入る国際列車内で官憲による身分確認が

あり、旅券を携帯していなかった邦人旅行者が不法入国容疑により身柄拘束（１泊）の上、国外

退去となった事案が発生しました。オーストリア外国人警察法には、不法入国した外国人に対し

て「行政処分として100～1,000ユーロの罰金、その未払いの場合に最高2週間の自由刑を科す。」

との規定があります。欧州内を移動する場合は、シェンゲン領域内であっても常に旅券を携帯す

るよう注意してください。 
 
写真はプリトヴィツェ湖群国立公園の様子です。紅葉に染まる森、エメラルド色の湖、青い空

のコントラストが美しかったです。 

 
 

ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 尾森 圭悟 
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 皆様、こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の小川です。 
 
 日本各地で甚大な被害をもたらした台風 19 号の豪雨について、こちらのメディアでも被

害状況が大きく報じられていました。被害を受けられた皆様に、心よりお見舞い申し上げ

ます。 
 
 さて、今シーズン最後の夏イベントの紹介です。先月号に引き続き、8 月に訪れましたイ

エローストーン国立公園についてご紹介します。公園のシンボルとされる間欠泉「オール

ド・フェイスフル」について、先月号でご紹介しましたが、間欠泉と並び主役となるのが、

北米一を誇る野生動物達です。バイソン、エルク、ムース、ブラッククマなど数多くの野

生動物が生息しています。公園内の車道脇には、いたるところに「WILDLIFE CROSSING」

の道路標識が掲げられており、動物渋滞にも度々遭遇しました。その度に、この先で車道

を横断している動物は誰？と、気持ちが高ぶります。動物に出会えるスポットとして有名

な「ラマーバレー」という場所を通り抜けるとき、チャンスが到来。私達の車の目の前を

バイソンが悠々と横断、その姿を間近でみることができました。最高のテンションになり

つつも、息を止めて横断するのをじっと待ちました。バイソンは、雄ですと体長 3 メート

ル、体重 1 トンもの大きな体で、おっとりしているイメージが強いですが、走った場合の

速度は時速 60 キロにも達します。観光客を突き上げる事故も発生しているため、公園側か

らはバイソンとの距離を 25 メートル離れるよう注意喚起されています。 
 
 バイソンに会った後は、食でも堪能しました。公園出てすぐのウェストイエローストー

ンでは、観光客向けのレストランやホテルやお土産ショップが充実しています。どのレス

トランでもバイソンのお肉料理を注文することができます。赤身肉で脂っこくなく、低カ

ロリー、更に鉄分も豊富です。味は臭みが全く無く、程よく弾力もあり、噛み締めると肉

のうまみが口の中に広がります。日本でも提供しているレストランがあるようですので、

ぜひお試しください。見ても食べても楽しめるバイソンに終始、心惹かれっぱなしでした。 
 
 最後にバイソン話題をもう一つ、調べたところによると、北アメリカには過去数千万頭

のバイソンが生息していたとされていますが、毛皮や肉を目的とした乱獲や単なる狩猟の

ために、1889 年には 541 頭のみになったと言われています。その後は保護により、現在

30,000 頭ほどのバイソンが保護区域などで生息しているようです。ただし、その個体数は

安定しているとはいえず、準絶滅危惧種としてリストに指定されています。 
 
 そのような大変稀少なバイソンにまた会いに行きたいと思います。なお、公園内では、

残念なことに、野性のブラッククマに出会うことができなかったため、最終日にグリズリ
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ー＆ウルフディスカバリーセンターという動物園に行き、飼育展示されているブラックク

マをしっかりと観察してきました。 
 

 
バイソン CROSSING 

 
ジェトロ・シカゴ事務所 

産業機械部 小川 ゆめ子 
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